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８
年
度
は
東
京
ゐ
の
は
な
会
担

当
、
そ
の
翌
年
は
千
葉
県
ゐ
の

は
な
会
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
同
窓
会
へ
の
ご
支
援

の
継
続
と
会
報
へ
の
寄
稿
文
の

投
稿
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
年
が
素
晴
ら
し
い

年
と
な
る
こ
と
祈
念
い
た
し
ま

す
。

会
を
単
独
で
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
よ
う
に

大
学
支
部
、
東
京
ゐ
の
は
な
会
、

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
の
各
総
会

に
合
わ
せ
て
、
３
支
部
が
持
ち

回
り
で
行
う
形
式
を
復
活
し
ま

し
た
。
大
学
支
部
は
現
職
教
授

が
主
体
で
他
支
部
の
よ
う
に
役

員
が
多
数
い
る
わ
け
で
は
な
く

負
担
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

同
窓
会
事
務
局
が
協
力
し
て
行

く
予
定
で
す
。
総
会
は
６
月
の

第
２
土
曜
日
と
し
て
、
昨
年
は

大
学
支
部
担
当
で
し
た
。
令
和

念
事
業
（
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
）

と
し
て
、
医
学
部
の
伝
統
や
歴

史
を
見
直
す
仕
事
が
中
心
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
貴
重
な

資
料
保
存
の
デ
ー
タ
化
は
継
続

し
、
千
葉
医
学
の
伝
統
の
継
承

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
生
・

職
員
も
使
用
す
る
同
窓
会
館
の

保
守
管
理
、
全
国
各
支
部
や
地

域
の
「
ゐ
の
は
な
」
を
冠
と
し

た
集
ま
り
へ
の
活
性
化
の
た
め

支
援
に
務
め
て
行
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
千
葉
大
学
全
体
の
活
性

化
が
医
学
部
の
活
性
化
に
不
可

欠
で
す
。
昨
年
か
ら
そ
の
一
環

と
し
て
、
他
学
部
の
同
窓
会
と

の
交
流
を
開
始
し
、
同
窓
会
の

役
割
、
為
し
得
る
こ
と
な
ど
情

報
交
換
し
ま
し
た
。
同
窓
会
と

学
部
と
の
良
好
な
関
係
構
築
な

ど
、
お
互
い
に
と
っ
て
ヒ
ン
ト
と

な
る
取
り
組
み
な
ど
、
他
学
部

同
窓
会
と
の
情
報
交
換
を
続
け

る
つ
も
り
で
す
。
医
学
部
お
よ

び
大
学
全
体
の
活
性
化
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
ゐ
の
は
な
同
窓

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
に
千

葉
大
学
医
学
部
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
、
昨
年
は
新
た
な
歴

史
の
１
頁
を
刻
む
年
で
あ
り
ま

し
た
。
本
年
は
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ン
プ
の
ス
テ
ッ
プ
の
年

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
の

医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

く
、
診
療
所
、
病
院
、
と
く
に

国
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の

厳
し
い
現
状
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い

て
も
、
同
窓
会
と
し
て
為
し
え

る
こ
と
に
限
界
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
さ
ん
へ
の
支
援
、
医
学
部

お
よ
び
病
院
へ
の
支
援
、
な
に

よ
り
も
同
窓
へ
の
支
援
を
会
員

の
先
生
方
の
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
活
発
な
組
織
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
昨

年
ま
で
は
創
立
１
５
０
周
年
記

　

薬
学
研
究
院　

分
子
心
血
管
薬
理
学

　
　

高
野　

博
之　

教
授

　

日
時　

２
０
２
６
年
２
月
13
日
（
金
）　

午
後
３
時
よ
り

　

場
所　

薬
学
部
１
２
０
周
年
記
念
講
堂

　

演
題　

医
学
と
薬
学
の
連
携
を
め
ざ
し
て

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
医
工
学
セ
ン
タ
ー

　
　

林　
　

秀
樹　

教
授

　

日
時　

２
０
２
６
年
２
月
６
日
（
金
）　

午
後
３
時
30
分
よ
り

　

場
所　

未
定
（
工
学
部
内
）

　

演
題　

 
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
〜
こ
れ
か
ら
翔
び
立
と
う
と
す

る
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

年
頭
の
挨
拶 

１

学
部
同
窓
会
・
同
窓
会
長
訪
問
記 

２

就
任
挨
拶 

３

人
事
異
動 

３

受
賞
の
挨
拶 

３

各
地
ゐ
の
は
な
会 

４
〜
６

役
員
紹
介 

４

ク
ラ
ス
会 

６
〜
７

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

８
〜
10

学
内
情
報 

11
〜
12

紙
面
紹
介

学
生
教
育 

13
・
18

会
員
か
ら 

14

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

15

欧
州
医
学
史
巡
り 

16

著
書
紹
介 

16

追
悼
文 

16

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

17

議
事
要
旨 

19

編
集
後
記 

20
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年  

頭  

の  

挨  

拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最

終

講

義
の
ご
案
内

令
和
７
年　

秋
の
叙
勲

　

旭
日
双
光
章

　
　

志
村　

壽
彦
（
昭
44
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
充
実
と
発
展

�

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

第
三
一
回
（
二
〇
二
六
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候

補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に

よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し
た
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功　

労　

賞　

 

医
療
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い

て
、
千
葉
大
学
医
学
部
お
よ
び
千
葉
大
学

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た

会
員
。

二
、
表　

彰

　

①
社
会
貢
献
賞
（
二
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
二

十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し

ま
す
。

　

②
功　

労　

賞
（
二
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
二

十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し

ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
か
ら

二
〇
二
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
二
六
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に

通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

 

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

    
   

◆祝 
叙
　
勲

　
　

登
坂　
　

薫
（
昭
50
）
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定
会
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
は

15
人
ほ
ど
で
毎
月
開
催
さ
れ
て

い
て
、
同
窓
会
役
員
と
現
職
の

学
部
長
も
交
え
て
の
会
議
と
い

う
こ
と
で
、
有
益
な
情
報
共
有

が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
写
真

に
あ
る
会
報
表
紙
に
はN

H
K

朝
ド
ラ
の
「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人

公
の
牧
野
富
太
郎
先
生
の
図
が

あ
り
、
牧
野
先
生
は
千
葉
園
芸

専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
今
回
の
訪
問
で
初
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会

費
は
入
学
と
同
時
に
学
生
会
員

（
約
２
０
０
名
）
と
な
り
４
０
０

０
０
円
、
卒
業
後
に
正
会
員
と

な
り
生
涯
会
員
と
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
２
０
１
１
年
に
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

今
回
懇
談
の
場
と
な
っ
た
「
戸

定
ヶ
丘
ホ
ー
ル
」
が
建
設
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
２
０
２
９
年
に
は

園
芸
学
部
創
立
１
２
０
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
様
々
な

企
画
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
校
友
会
の
関
係
で
、

学
生
時
代
含
め
て
お
邪
魔
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
松
戸
の
園
芸

学
部
訪
問
が
で
き
た
こ
と
は
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
と
っ
て
有

意
義
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

他
学
部
同
窓
会
の
状
況
な
ど
を

伺
う
こ
と
で
医
学
部
同
窓
会
の

運
営
に
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

味
深
く
刺
激
的
な
経
験
で
し
た
。

当
方
か
ら
は
大
学
勤
務
後
に
安

西
尚
彦
副
会
長
に
合
流
し
て
も

ら
い
、
戸
定
ヶ
丘
ホ
ー
ル
に
て
懇

談
と
な
り
ま
し
た
。
齋
藤
会
長

は
じ
め
戸
定
会
事
務
局
の
佐
藤

和
美
様
、
宇
佐
見
慶
子
様
と
共

に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
散
策
、
会
報
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
園
芸
学
部
の

同
窓
会
の
取
り
組
み
の
資
料
も

多
数
い
た
だ
き
、
学
生
支
援
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
し
い
図
書
館

で
は
図
書
館
員
の
方
か
ら
館
内

の
新
し
い
機
能
や
蔵
書
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
園
芸
学
部
な

ら
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
広
い

キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
多
く
の
木
々
、

植
物
が
み
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
式
庭

園
、
イ
タ
リ
ア
式
庭
園
な
ど
よ

く
手
入
れ
さ
れ
景
観
が
保
た
れ

て
い
ま
し
た
（
写
真
）。
松
戸
を

は
じ
め
西
千
葉
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
は
い
ず
れ
も
緑
が
多
く
千
葉

大
学
な
ら
で
は
の
特
徴
と
良
さ

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
同
窓
会

「
戸
定
会
」
の
現
状
と
し
て
会
員

数
は
２
万
人
弱
で
、
総
会
、
常

任
理
事
会
は
各
年
１
回
、
会
報

は
年
１
冊
の
発
刊
で
す
が
、
戸

　

令
和
７
年
11
月
２
日
に
千
葉

大
学
校
友
会
（
会
長
：
横
手
幸

太
郎
学
長
）
の
総
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
副
会
長
と
し
て

園
芸
学
部
同
窓
会
「
戸
定
会
」

会
長
の
齋
藤
京
子
様
と
と
も
に

医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
の

２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
校

友
会
総
会
・
幹
事
会
は
西
千
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
でZ

O
O

M

参
加

や
対
面
の
会
議
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
直
接
他

学
部
の
先
生
方
、
同
窓
会
の
方
々

と
意
見
交
換
す
る
機
会
は
少
な

い
状
態
で
し
た
。
こ
の
度
、
校

友
会
本
部
に
そ
の
旨
お
話
し
し
、

２
０
２
５
年
10
月
３
日
に
園
芸

学
部
（
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を

訪
問
し
て
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し

を
伺
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
戸
定
会
の
齋
藤
会
長
は
園

芸
学
部
を
１
９
７
６
年
に
ご
卒

業
さ
れ
、
農
水
省
に
入
省
、
退

職
後
も
様
々
な
団
体
役
員
の
経

歴
を
経
て
、
２
０
２
４
年
か
ら
戸

定
会
会
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
齋
藤
会
長
は
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
く
、
一

方
で
小
生
も
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
は

初
め
て
の
訪
問
で
あ
り
大
変
興

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
部
同
窓
会
・
同
窓
会
長
訪
問
記

学
部
同
窓
会
・
同
窓
会
長
訪
問
記

千
葉
大
学
園
芸
学
部
同
窓
会

�

戸と
じ
ょ
う
か
い

定
会
を
訪
ね
て

�

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

吉　

原　

俊　

雄
（
昭
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）

戸定会の皆様と

英国式庭園 戸定会報

フランス式庭園



（ 3 ） 就 任 挨 拶  第 199 号

菌
学
関
連
﹈
は
独
立
し
た
項
目

は
な
く
、﹇
細
菌
学
関
連
﹈
に
含

ま
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
た
だ
、

真
菌
がneglect

さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
世
界
的
に
も
普
遍
な

よ
う
で
、W

H
O

は
真
菌
及
び

真
菌
症
に
従
事
す
る
研
究
者
が

乏
し
く
ま
た
投
入
さ
れ
る
研
究

費
が
少
な
い
た
め
に
こ
の
領
域

の
研
究
開
発
が
著
し
く
遅
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
２
０
２
２
年
、
２
０
２

５
年
と
矢
継
ぎ
早
に
文
書
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
真
菌
研
究
者

に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
のW
H

O

文
書
は
ま
さ
に
百
万
の
味
方
を

得
た
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
と
言

え
ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
一
層
、
真
菌
症

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
を
目

標
と
し
た
研
究
に
全
力
で
取
り

組
む
所
存
で
す
。
同
窓
会
の
皆

様
方
に
は
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

適
応
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
形
成

や
好
中
球
の
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
）、
診
断
法
の
開
発
、
抗
真

菌
薬
の
開
発
、
深
在
性
真
菌
症

の
疫
学
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
並
行
し
て
真
菌
症

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
国
内
の
医
療
機
関
か
ら
真

菌
症
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
、
分
離
菌
株
の

解
析
も
行
っ
て
い
ま
す
（
年
間

で
５
０
０

－

６
０
０
件
程
度
）。

ま
た
、地
域
流
行
型
真
菌
症
（
い

わ
ゆ
る
輸
入
真
菌
症
）
の
侵
淫

国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
国
際

共
同
研
究
を
長
く
続
け
て
お
り
、

現
在
も
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
留
学

生
を
複
数
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
寄

生
虫
、
真
菌
は
四
大
病
原
微
生

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
真
菌

は
他
の
３
つ
と
比
べ
顧
み
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
い
病
原
体
で
す
。

ご
存
じ
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば

文
科
省
科
研
費
の
審
査
区
分
表

（
小
区
分
）
で
は
、﹇
寄
生
虫
学

関
連
﹈﹇
細
菌
学
関
連
﹈﹇
ウ
イ

ル
ス
学
関
連
﹈が
あ
る
中
で
﹇
真

　

こ
の
た
び
令
和
６
年
10
月
１

日
付
で
亀
井
克
彦
前
教
授
の
後

任
と
し
て
千
葉
大
学
真
菌
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
臨
床
感
染
症
分

野
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

渡
邉
哲
と
申
し
ま
す
。
国
公
立

大
学
で
我
が
国
唯
一
の
真
菌
研

究
専
門
の
全
国
共
同
利
用
・
共

同
研
究
施
設
の
分
野
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
平
成
５
年
に
本
学
医
学

部
を
卒
業
し
、
呼
吸
器
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
そ
の
後
感
染

症
学
、
と
り
わ
け
真
菌
学
に
興

味
を
抱
き
、
亀
井
先
生
の
門
を

叩
き
、
平
成
11
年
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
で
亀
井
先
生
の
ご
指
導
を

賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
主
に
病
原
真
菌
の

薬
剤
耐
性
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、

真
菌
の
生
体
内
で
の
挙
動
や
宿

主
反
応
の
解
析
（
生
体
内
環
境

講
師

歯
科
・
顎
・
口
腔
外
科

　

伊
豫
田　

学

 

（
九
州
歯
科
大
・
平
16
）

他
大
学
教
授

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科　

先
進
救
急
災
害
医
学

　

船
越　
　

拓
（
平
17
）

人 事 異 動

能
な
理
想
の
薬
剤
開
発
を
目
指

し
て
全
国
治
験
を
開
始
。
そ
の

結
果
、
２
０
１
５
年
全
国
で
治

療
が
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
10
年
、

肝
臓
の
臨
床
は
一
変
し
、
肝
癌
、

非
代
償
性
肝
硬
変
、
吐
血
の
患

者
さ
ん
が
激
減
し
ま
し
た
。
私

の
外
来
も
笑
い
の
あ
る
、
明
る

い
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
54
年
間
、か
つ
て
は
「
ウ

イ
ル
ス
が
肝
臓
病
を
起
こ
す
」

な
ど
想
像
も
さ
れ
な
い
時
代
か

ら
、
そ
の
診
断
と
治
療
に
た
ず

さ
わ
り
、
疾
患
の
消
失
の
可
能

性
す
ら
起
こ
る
と
い
う
体
験
を

致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
共
に

歩
ん
で
く
れ
た
若
き
俊
英
ら
と
、

キ
ッ
チ
ン
に
立
ち
栄
養
管
理
を

す
る
妻
、
紀
代
に
た
だ
「
感
謝
」 

あ
る
の
み
で
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゐ

の
は
な
同
窓
の
諸
先
生
方
の
ご

発
展
を
祈
念
し
、
寄
稿
の
機
会

を
賜
り
ま
し
た
会
報
編
集
委
員

会
に
深
謝
致
し
ま
す
。

国
民
病
の
８
割
が
ウ
イ
ル
ス
由

来
と
判
明
、
成
果
をN

E
JM

, 
L

ancet

を
介
し
、C

hiba

か
ら

世
界
に
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
２
年
春
、
東
京
大
学

か
ら
、
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
４

月
第
二
内
科
に
赴
任
、
基
礎
系

で
は
多
田
富
雄
先
生
が
お
ら
れ
、

臨
床
系
で
は
じ
め
て
と
の
こ
と

で
し
た
。
１
９
９
８
年
、
新
た

な
「
消
化
器
内
科
」
で
、
若
き

俊
英
に
恵
ま
れ
、〝
患
者
さ
ん
の

為
に
世
界
に
発
信
を
〞
に
17
年

間
努
め
、
多
く
の
英
語
論
文
、

年
間
１
，０
０
０
例
肝
癌
治
療
、

自
ら
は
約
２
，０
０
０
名
の
肝
疾

患
患
者
さ
ん
を
診
断
、
治
療
致

し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
秋
、

山
梨
県
の
打
診
・
赴
任
、
し
か

し
、
そ
こ
は
地
方
病
（
日
本
住

血
吸
虫
症
）
関
連
の
日
本
有
数

の
Ｃ
型
肝
癌
発
生
地
区
で
し
た
。

２
０
１
３
年
、
治
癒
率
の
低
い

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
な
く
、
副

作
用
な
く
、
１
０
０
％
駆
除
可

ス
撲
滅
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
転
機
は
１
９
７
９
年
、

米
国
６
年
病
理
修
練
終
え
、
帰

国
、
し
か
し
、
画
像
診
断
登
場

で
、
生
検
の
臨
床
意
義
が
薄
れ
、

〝
呆
然
自
失
〞
の
中
で
耳
に
し
た

〝A
, C

, G
, T

〞
を
恩
師
奥
田
邦

雄
（H

opkins

生
化
学
助
教
授
）

先
生
尋
ね
る
も
、
い
つ
も
ほ
ど

明
確
で
な
い
。
瞬
間
〝
未
来
が

あ
る
〞、
と
考
え
、
１
９
８
２
年

B
lum

berg

研
究
室
に
再
渡
米
、

当
時
と
し
て
は
異
端
と
も
い
え

る
遺
伝
子
を
扱
う
小
さ
な
研
究

室
が
臨
床
の
内
科
教
室
で
始
動

し
ま
し
た
。
横
須
賀
收
先
生
ら

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
１
９
８
９

年
、
Ｃ
型
肝
炎
の
発
見
に
よ
り
、

　

平
成
元
年
、
昭
和
天
皇
、
皇

太
后
陛
下
の
ご
意
思
に
よ
り
日

本
赤
十
字
社
に
設
立
さ
れ
た

「
昭
和
天
皇
記
念
学
術
賞
」
を
拝

受
い
た
し
ま
し
た
。
天
皇
陛
下

の
名
を
冠
し
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
発
見
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

BS B
lum

berg

、
ウ
イ
ル
ス
学

大
河
内
一
雄
・
日
沼
頼
夫
、
血

液
学
中
尾
喜
久
、
肝
臓
病
学
織

田
敏
次
先
生
方
の
お
名
前
を
受

賞
者
に
拝
見
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
去

る
７
月
16
日
、
第
61
献
血
運
動

全
国
大
会
で
日
本
赤
十
字
社
名

誉
副
総
裁
秋
篠
宮
皇
嗣
妃
殿
下

よ
り
、
ご
授
与
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
賞
理
由
は
、
国
民
病
で

あ
っ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
・

感
染
ル
ー
ト
の
解
明
と
治
療
に

関
す
る
研
究
に
専
念
し
た
点
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
は
、

米
国
６
年
（Yale

・U
SC

）
中

に
開
始
、
千
葉
16
年
、
東
大
17

年
、
山
梨
16
年
、
常
に
ウ
イ
ル

受賞の挨拶ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
床
感
染
症
分
野　

教
授　

�
渡　

邉　
　
　

哲
（
平
5
）

就　
 

任　

 

挨　

 

拶

受
賞
の
挨
拶

人
事
異
動

昭
和
天
皇
記
念
学
術
賞
を
受
賞
し
て

�

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
山
梨
県
立
病
院
機
構
理
事
長　
　

�

小　

俣　

政　

男
（
昭
45
）

略　　歴
＜経歴＞ 1945年山梨県生まれ
▽1970 千葉大学医学部卒業
▽1973  米エール大学、南カリフォルニア大学

で肝臓病の研究（６年間）
▽1984 千葉大学医学部第一内科講師
▽1992/4 東京大学医学部教授（第二内科）
▽1997/4  東京大学院医学研究科教授（消化器内

科）
▽1998/4  東京大学医学部附属病院副院長・院長

補佐
▽2009/3 東京大学教授退官、東京大学名誉教授
▽2009/4  山梨県特別顧問、国際医療福祉大学大

学院教授（～2010/3）
▽2010/4  地方独立行政法人山梨県立病院（中

央・北）機構理事長、現在（2025）に
至る。

＜学術活動＞
英文論文：1,299
総引用回数：107,477
H-INDEX：166（Google Scholar）
2025年10月７日現在

＜学術賞＞
平成15年度 （2003年）  織田賞（日本肝臓学会賞）

（第７回）
平成15年度 （2003年）  千葉大学医学部ゐのはな同

窓会賞（功労賞）
平成29年度 （2017年）  日本消化器病学会学術賞

（第１回）
令和７年度 （2025年）  昭和天皇記念学術賞（第34

回）
令和７年度 （2025年）  国際賞APDW Federation 

Meritorious Award （第２回）
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な
い
会
員
も
お
ら
れ
た
と
思
う

が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
認
知

症
さ
ら
に
意
識
障
害
な
ど
に
関

連
し
た
取
り
組
み
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
専
門
外
の
領
域
の

現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
同
窓
会
の
一
つ
の
意
義
で
あ

ろ
う
。

　

懇
親
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
場
に
な
っ
た
。
同
じ
医
師
で
も

仕
事
の
仕
方
や
経
歴
は
様
々
で
、

そ
の
よ
う
な
話
を
伺
う
こ
と
も

楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
静
岡
県

に
と
っ
て
新
鮮
な
情
報
に
な
っ

た
。

　

今
年
の
学
術
講
演
に
は
本
学

脳
神
経
外
科
の
樋
口
佳
則
教
授

に
お
願
い
し
た
。
脳
神
経
外
科

の
講
座
が
誕
生
し
て
か
ら
の
発

展
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
樋
口

教
授
が
目
下
力
を
入
れ
ら
れ
て

い
る
機
能
的
脳
神
経
外
科
の
現

状
を
語
ら
れ
た
。
実
は
浜
松
医

大
の
初
代
教
授
で
あ
る
植
村
研

一
先
生
（
昭
34
）
が
千
葉
大
学

で
最
初
に
定
位
脳
手
術
を
手
掛

け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
話
も
出

た
。
話
題
と
し
て
は
馴
染
み
の

事
業
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
ゐ
の
は

な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
貌
も
会
員

げ
た
。
総
会
の
最
後
に
、
吉
原

会
長
か
ら
現
在
ゐ
の
は
な
同
窓

会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な

先
生
方
の
出
席
数
が
伸
び
ず
、

参
加
人
数
が
徐
々
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
に
対
す
る
考

え
方
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

に
寂
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
総
会

が
同
窓
会
と
し
て
懐
か
し
さ
と

親
睦
の
み
な
ら
ず
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
も
会
員
が
気
楽
に

参
加
し
話
が
で
き
る
よ
う
な
会

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
会
が

継
続
、
発
展
で
き
る
よ
う
尽
力

い
た
し
ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

た
。

　

そ
し
て
二
十
数
年
が
た
ち
私

が
会
長
職
を
拝
命
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
中
澤
肇
前
会
長
、

清
水
天
前
々
会
長
（
昭
39
）
は

医
師
と
し
て
も
人
間
的
に
も
優

れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先
輩
方
に

比
す
る
と
私
の
能
力
不
足
は
明

ら
か
で
す
が
、
事
務
局
を
古
屋

好
美
（
昭
53
）、
細
田
和
彦
（
昭

58
）
両
先
生
に
担
当
頂
き
、
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

山
梨
ゐ
の
は
な
会
の
現
在
の

会
員
数
は
24
名
と
少
数
で
す
。

最
近
は
山
梨
大
学
医
学
部
の
教

授
に
就
任
さ
れ
入
会
さ
れ
る
先

生
が
お
り
ま
す
一
方
山
梨
出
身

者
が
入
会
す
る
こ
と
は
稀
で
す
。

新
規
入
会
者
が
少
な
い
の
は
地

方
の
ゐ
の
は
な
会
に
共
通
す
る

悩
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
時
点
で
当
会
会
員
の
平
均
年

齢
（
卒
業
年
度
か
ら
の
推
定
）

は
66
歳
と
な
り
会
員
の
高
齢
化

も
ま
た
問
題
で
す
。
総
会
へ
の

出
席
者
は
高
齢
者
が
参
加
で
き

な
く
な
る
一
方
、
比
較
的
若
い

　

こ
の
た
び
、
前
任
の
中
澤
肇

先
生
（
昭
52
年
）
か
ら
会
長
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
鶴
田
好
孝
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
千
葉
大
学
医
学
部
を
昭

和
54
年
に
卒
業
後
第
一
外
科
に

入
局
、
平
成
12
年
ま
で
千
葉
市

内
の
関
連
病
院
に
勤
務
し
た
後
、

故
郷
の
山
梨
に
戻
り
平
成
14
年

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
ま
し

た
。
し
か
し
故
郷
と
は
い
え
長

年
離
れ
て
い
た
た
め
周
囲
に
は

顔
見
知
り
の
医
師
は
お
ら
ず
心

細
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
山
梨
ゐ
の
は
な
会

に
誘
わ
れ
前
会
長
の
中
澤
先
生

は
じ
め
何
名
か
の
顔
見
知
り
の

先
生
に
お
会
い
し
大
変
心
強
い

思
い
を
し
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
時
お
会
い
し

た
先
生
方
に
は
そ
の
後
も
大
変

お
世
話
に
な
る
事
に
な
り
ま
し

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
救
急
集
中
治
療
医
学
教

授
の
中
田
孝
明
（
平
成
11
年

卒
）と
申
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
理
事
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
母
校
と
同
窓
会

の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

現
在
は
、
医
学
生
・
大
学

院
生
の
育
成
、
救
急
外
来
お
よ

び
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
診

療
、
そ
し
て
敗
血
症
や
臓
器
障

害
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
学
生
時
代
は
水

泳
部
に
所
属
し
、
現
在
は
顧
問

と
し
て
学
生
た
ち
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

卒
業
後
も
、
こ
う
し
て
母
校

や
同
窓
の
皆
さ
ま
と
つ
な
が
り

を
持
て
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
世
代

を
超
え
て
絆
を
深
め
る
場
づ
く

り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

役 員 紹 介

　

さ
る
７
月
19
日
、
静
岡
ゐ
の

は
な
会
総
会
が
静
岡
市
の
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ

た
。
猛
暑
の
中
参
加
し
て
く
れ

た
会
員
は
15
名
で
、
人
数
は
例

年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
新
規
に

参
加
し
て
く
れ
た
方
も
お
り
、

今
回
は
本
部
の
吉
原
会
長
も
参

加
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
動
き
も

み
ら
れ
た
。

　

総
会
自
体
は
淡
々
と
進
ん
だ

が
、
こ
の
１
年
で
亡
く
な
ら
れ

た
会
員
が
５
名
も
お
ら
れ
た
の

は
こ
の
会
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
の
現
れ
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
謹
ん
で
黙
祷
を
捧

写
真
右
か
ら

前
列
：
山
本
俊
樹
（
昭
51
）、
菅

ケ
谷
純
弘
（
昭
45
）、
吉
原
俊
雄

会
長
（
昭
53
）、
宮
本
恒
彦
（
昭

54
）、
樋
口
佳
則
教
授
（
平
４
）、

難
波
宏
樹
（
昭
54
）、
土
川
秀
紀

（
昭
44
）、
天
神
弘
尊
（
昭
45
）

後
列
：
相
庭
温
臣
（
平
４
）、
中

山
貴
裕
（
平
３
）、
赤
倉
功
一
郎

（
昭
59
）、
鉄
治
（
平
１
）、
尾
崎

正
時
（
昭
58
）、
高
橋
敏
信
（
昭

52
）、
村
上
直
人
（
昭
58
）、
笠

松
紀
雄
（
昭
56
）、
名
古
良
輔

（
昭
54
）

 

（
敬
称
略
）

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
地
区
会
長
挨
拶

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

理
事

�

中　

田　

孝　

明
（
平
11
）

山
梨
ゐ
の
は
な
会　

会
長
就
任
の
挨
拶

山
梨
ゐ
の
は
な
会　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

鶴　

田　

好　

孝
（
昭
54
）

令
和
７
年
度　

令
和
７
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会

ゐ
の
は
な
同
窓
会

新
理
事　

就
任
挨
拶

新
理
事　

就
任
挨
拶

│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
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れ
ま
し
た
。

　

事
務
報
告
に
続
い
て
、
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
講

演
１
で
は
、
ゐ
の
は
な
同
総
会

副
会
長
・
千
葉
大
学
医
学
部

薬
理
学
教
授
の
安
西
尚
彦
先
生

（
平
２
）
か
ら
「
腎
臓
の
尿
酸

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
と
血
清
尿

酸
値
制
御
」
と
題
す
る
お
話
が

あ
り
ま
し
た
（
座
長
：
山
崎
正

志
副
会
長
（
昭
58
））。
特
別
講

演
２
で
は
、
ゐ
の
は
な
同
総
会

会
長
・
元
東
京
女
子
医
大
耳
鼻

咽
喉
科
教
授
の
吉
原
俊
雄
先
生

（
昭
53
）
か
ら
「
興
味
あ
る
唾
液

腺
疾
患　

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
告
」
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
（
座
長
：
松

前
孝
幸
会
長
）。
講
演
会
の
後

は
、
出
席
者
全
員
で
写
真
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
深
尾
立
先
生
（
昭

39
）
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
ホ
テ

ル
の
中
華
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

懇
親
会
半
ば
か
ら
は
、
ご
参
加

の
先
生
皆
様
か
ら
の
近
況
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
諸

岡
信
裕
幹
事
（
金
沢
大
・
昭
48
）

か
ら
中
締
め
の
挨
拶
が
あ
り
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
１
年
ご
と
に
水
戸
と

つ
く
ば
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
来
年
度
は
つ
く
ば
で
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
会
員
同
士
の
交
流
を

令
和
７
年
度

�

茨
城
ゐ
の
は
な
会
開
催
報
告

　

令
和
７
年
度
の
茨
城
ゐ
の
は

な
会
総
会
は
、
２
０
２
５
（
令

和
７
）
年
10
月
26
日
14
時
か
ら

JR

水
戸
駅
近
く
の
水
戸
京
成
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
連
の
会

員
の
先
生
方
17
名
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

仁
平
武
副
会
長
（
金
沢
大
・

昭
58
）
の
司
会
の
も
と
、
松
前

孝
幸
会
長
（
昭
52
）
が
開
会
の

挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
本

年
度
が
会
長
と
し
て
の
最
初
の

年
度
で
あ
り
、
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
石
川
詔
雄
前
会
長
・

現
顧
問
（
昭
47
）
か
ら
、
現
在

関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
保
険
診
療

指
導
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
次
い
で
、
こ
の
１
年

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
大
木
勲
先

生
（
昭
38
）、
荻
原
奉
祐
先
生

（
昭
46
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
題
に
沿
っ
て
現
行
役
員
が

紹
介
さ
れ
、
続
い
て
新
役
員
候

補
と
し
て
金
子
健
太
郎
先
生

（
平
３
）
が
副
会
長
に
、
鈴
木
英

一
郎
先
生
（
平
15
）
が
幹
事
に

推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
会
会
員
の
田
中
政

道
先
生
（
平
９
）
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
令
和
６
年
度

の
会
計
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

ら
ご
就
任
さ
れ
た
髙
谷
具
純
先

生
を
は
じ
め
４
名
の
初
参
加
の

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
中
の
２
名
は
ま

だ
30
代
の
若
手
で
あ
り
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
若
手
の
参
加
者
を

増
や
し
て
い
き
、
よ
り
会
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

全
員
で
の
写
真
撮
影
の
後
、
支

部
会
総
会
は
盛
会
裏
で
終
了
し

ま
し
た
。

 

（
文
責
：
吉
富
秀
幸
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
吉
富
秀
幸
（
平
２
）、
諏

訪
敏
一
（
昭
43
）、
岡
本
和
久

（
平
２
）、五
月
女
直
樹
（
昭
49
）、

中
田
孝
明
（
平
11
）、
吉
川
廣
和

（
昭
40
）、
永
田
一
郎
（
昭
35
）、

中
村
勉
（
昭
52
）、
赤
井
壽
紀

（
昭
43
）、
吉
澤
卓
（
昭
53
）

中
列
：
新
村
兼
康
（
金
沢
大
・

平
４
）、
上
野
泉
（
昭
53
）、
杉

浦
敏
之
（
昭
63
）、
石
川
文
彦

（
平
２
）、
植
松
武
史
（
昭
55
）、

今
野
慎
（
昭
62
）、
伊
藤
博
（
昭

56
）、
林
田
和
也
（
昭
52
）、
丸

山
隼
太
郎
（
平
28
）、
原
繁
（
昭

53
）

後
列
：
冨
澤
聡
史
（
秋
田
大
・

平
25
）、
平
山
信
男
（
平
８
）、

今
村
隆
明
（
平
８
）、
髙
谷
具

純
（
平
15
）、
中
島
透
（
昭
56
）、

溝
口
孟
（
令
３
）、
藤
間
泰
（
昭

59
）、
斎
藤
雅
彦
（
平
３
）、
小

野
崎
郁
史
（
昭
59
）、
門
野
源
一

郎
（
平
６
）

に
引
き
続
き
、
参
加
者
全
員
の

近
況
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
医
療
事
情
の
変
化
に
よ

る
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
も
あ
る

中
、
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
部
総
会
に
は
獨
協

医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー   

小
児
科
主
任
教
授
に
今
年
度
か

る
救
急
集
中
治
療
医
学
講
座
の

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
に
加
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
、A

I

技
術
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
大
き

く
変
化
す
る
集
中
治
療
の
世
界

を
参
加
者
全
員
で
感
嘆
と
と
も

に
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
永
田
一
郎
先
生
の
ご
挨
拶
、

諏
訪
敏
一
先
生
の
乾
杯
の
音
頭

次
期
支
部
長
に
つ
い
て
は
今
後
、

幹
事
会
で
人
選
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
の
会
計
報
告
が
中
村
勉
先

生
、
そ
の
監
査
報
告
が
林
田
和

也
先
生
よ
り
な
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
中
村
先
生
か
ら
も

今
年
度
に
て
の
退
任
の
ご
希
望

が
表
明
さ
れ
、
幹
事
会
で
今
後

人
選
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
本
年
、
米
寿
、

喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
方
の

ご
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
全
員

で
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

埼
玉
ゐ
の
は
な
会   
会
誌
の
編

集
部
報
告
、
千
葉
大
学
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
卒
後
50
年
基

金
の
活
用
な
ど
の
議
題
に
つ
い

て
の
報
告
、
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
期
幹
事
に
つ
い
て
は

大
宮
地
区
が
担
当
と
な
り
、
植

松
武
史
先
生
、
甲
嶋
洋
平
先
生

（
平
２
）
を
中
心
に
企
画
等
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院   

救
急
集
中
治
療

医
学
教
授   

中
田
孝
明
先
生
よ

り
『
敗
血
症
と
救
急
集
中
治
療

研
究
の
最
前
線
＝
挑
戦
と
展
望

＝
』
と
題
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
田
先
生
が
こ
れ
ま
で
係
わ
っ

て
お
ら
れ
た
敗
血
症
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
、A

I

を
用
い
た
研

究
、
そ
し
て
千
葉
の
救
急
体
制

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
省
力

化
、
待
機
時
間
の
短
縮
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
伝
統
の
あ

令
和
７
年
度

�

埼
玉
県
支
部
総
会
報
告

　

去
る
令
和
７
年
10
月
19
日

（
日
）
に
東
天
紅JA

C
K

大
宮

店
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
群
馬
県
支
部
と
の
合

同
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
総
勢

29
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
吉
澤
卓

先
生
の
ご
司
会
の
も
と
、
先
ず
、

今
年
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

以
下
の
支
部
会
の
先
生
方
に
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。（
小

原
康
史
先
生
（
昭
45
）、
砂
倉

瑞
良
先
生
（
昭
37
）、
木
村
広
子

先
生
（
昭
32
）、
木
下
仁
一
先
生

（
昭
53
）、
新
井
邦
男
先
生
（
専

23
）（
物
故
日
順
））
そ
し
て
支

部
長
の
吉
川
廣
和
先
生
よ
り
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
川
先

生
は
今
年
度
で
の
支
部
長
の
退

任
を
希
望
さ
れ
て
お
り
、
会
員

総
意
の
上
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

は
東
西
に
長
い
こ
と
も
あ
っ
て
日

常
的
な
交
流
が
し
に
く
い
事
情

が
あ
る
が
、
や
は
り
こ
う
し
て

年
に
１
度
で
も
顔
を
合
わ
せ
て
、

世
代
を
超
え
て
同
窓
と
し
て
の

新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と

の
意
義
を
再
確
認
出
来
た
よ
う

に
思
う
。
こ
の
よ
う
な
縁
を
大

切
に
し
て
仕
事
や
日
常
生
活
を

充
実
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

 

（
宮
本
恒
彦
）

ゐ の は な 同 窓 会 報
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根二
列
目
：
北
原
宏
、
一
瀬
正
治
、

唐
澤
祥
人
、
磯
村
勝
美
、
久
野

宗
寛
、
鈴
木
秀
、
佐
野
元
昭
、

高
山
直
秀
、
星
野
聡
、
赤
井
壽

紀
、
飯
田
秀
治

三
列
目
：
藤
塚
光
慶
、
中
嶋
弘

道
、
千
葉
彌
幸
、
諏
訪
敏
一
、

滝
川
弘
志
、
海
野
健
、
松
清
央
、

竜
崇
正
、
赤
尾
建
夫

後
列
：
遠
山
政
彦
（
弘
前
大
・

昭
58
）、
金
子
健
太
郎
（
平
３
）、

田
中
政
道
（
平
９
）、
高
橋
宏

（
平
15
）

 

（
敬
称
略
）

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
文
責
：
山
崎
正
志
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
竹
島
徹
（
昭
41
）、
中

島
道
也
（
長
崎
大
・
昭
42
）、

吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、
松
前
孝

幸
（
昭
52
）、
安
西
尚
彦
（
平

2
）、
深
尾
立
（
昭
39
）、
石
川

詔
雄
（
昭
47
）

中
列
：
神
谷
努
（
昭
41
）、
高

田
俊
一
（
昭
52
）、
諸
岡
信
裕

（
金
沢
大
・
昭
48
）、
仁
平
武

（
金
沢
大
・
昭
58
）、
松
浦
朋
子

（
平
５
）、
山
崎
正
志
（
昭
58
）

ジ
ッ
ク
と
し
聞
き
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
話
し
、
別
れ

を
惜
し
み
な
が
ら
、
来
年
も
此

処
で
再
会
し
よ
う
と
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

 

（
北
原
宏
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
玉
井
輝
章
、
玉
井
夫
人
、

和
泉
佳
子
、
舟
橋
満
寿
子
、
高

岡
邦
子
、
盛
克
己
、
楊
思
勝
、

林
雅
恵
、
神
津
玲
子
、
梶
尾
高

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

43
卒
会
で
卒
後
・
華
甲
（
60
年
）

に
向
け
て
同
窓
会
、
後
輩
達
に

千
葉
大
み
ら
い
医
療
基
金
を
含

め
て
何
か
残
せ
る
こ
と
が
な
い

か
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
で
企
画

し
て
は
ど
う
か
と
提
案
が
あ
り

幹
事
に
一
任
さ
れ
た
。
残
る
時

間
は
席
を
離
れ
、
赤
尾
君
の
フ

ル
ー
ト
演
奏
ア
ン
コ
ー
ル
も
含

め
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー

る
人
、
連
絡
な
く
欠
席
し
た
友

人
の
状
況
に
つ
い
て
知
る
人
に

報
告
し
て
も
ら
う
と
、
何
と
か

や
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
体
調
、

身
体
的
具
合
で
出
席
を
躊
躇
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

出
席
者
の
中
で
、
ミ
セ
ス
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
で
日
本
大
会
か
ら
来

年
の
世
界
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指

し
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る

人
、
剣
道
錬
士
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
人
、
週
２
回
の
ゴ
ル
フ
や
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、

ド
ラ
イ
ブ
、
旅
行
を
自
分
の
為

に
楽
し
ん
で
る
仲
間
も
い
て
、
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ
レ
イ
ル
、
介
護

予
防
に
は
皆
励
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
43
卒
は
節
目

節
目
に
母
校
、
同
窓
会
に
寄
贈

し
て
き
て
い
る
。
桜
の
木
の
植

樹
を
初
め
と
し
て
、
楊
思
勝
君

の
中
国
書
画
「
赤
壁
の
賦
」（
43

人
が
船
に
遊
ぶ
）
を
彼
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
時
、
サ
ザ
ビ
ー
ズ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た
も
の

を
空
輸
し
て
、
ゐ
の
は
な
分
館

図
書
館
に
寄
贈
、
入
っ
て
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
建
設
に
あ
た
り
43
卒
の
銘
板

が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
更
に
は

２
０
１
７
年
、「
卒
後
50
周
年
基

金
」
創
設
を
願
い
相
応
の
額
を

提
示
し
て
、
同
窓
会
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
。
後
輩
学
年
も
そ

れ
に
続
き
、
現
在
同
窓
会
活
動

支
援
を
目
的
に
有
効
利
用
さ
れ

て
い
る
事
が
学
年
評
議
員
か
ら

　

卒
後
57
年
、
43
ク
ラ
ス
会
が

２
０
２
５
年
11
月
３
日
、
恒
例

の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
、

陽
光
の
間
で
午
後
１
時
か
ら
集

合
写
真
、
計
30
名
（
同
伴
者
１

名
）
は
、
冒
頭
今
年
亡
く
な
っ

た
青
木
君
、
長
谷
川
（
洋
）
君

と
計
30
名
の
慰
霊
に
黙
祷
を
捧

げ
ス
タ
ー
ト
。
事
務
会
計
の
現

状
報
告
に
続
き
、
上
海
か
ら
の

楊
思
勝
君
の
乾
杯
音
頭
を
皮
切

り
後
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の

美
味
し
い
料
理
と
酒
類
を
と
も

に
、
各
人
３
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
、

司
会
か
ら
の
時
間
制
限
は
う
ま

く
守
ら
れ
、
こ
の
人
誰
だ
っ
け
と

い
う
位
、
久
し
ぶ
り
の
出
席
者

も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
、
仕

事
、
体
調
管
理
な
ど
現
状
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
で

施
設
長
や
診
療
を
続
け
て
い
る

元
気
な
人
、
週
２
、
３
回
の
診

療
の
人
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
を
と

悩
ん
で
い
る
人
も
い
る
が
、
大
部

分
の
人
は
何
ら
か
の
医
療
、
福

祉
関
係
に
従
事
さ
れ
て
い
る
。

　

欠
席
者
20
名
か
ら
の
コ
メ
ン

ト
で
も
半
数
の
人
が
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
リ
タ
イ
ア
を
考
え

る
人
も
い
て
、
欠
席
理
由
で
は

移
動
困
難
な
人
、
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
人
、
遠
出
は
控
え
て
い

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

８
月
３
日
、
大
宮
で
埼
玉
・
栃

木
・
茨
城
43
ゐ
の
は
な
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
で
57
回
目

に
な
り
、
11
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
会
報
へ
の
投
稿
は
初

め
て
な
の
で
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
簡
単
に
記
し
て
み
ま
す
。

　

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

12
月
２
日
に
第
１
回
の
集
ま
り

を
大
宮
で
持
ち
ま
し
た
。
参
加

者
は
赤
井
壽
紀
、
伊
藤
進
、
斎

藤
弘
司
、
玉
井
輝
章
、
滝
川
弘

志
、
足
立
英
雄
、
諏
訪
敏
一
で

し
た
。
埼
玉
県
に
生
活
拠
点
を

持
ち
、
医
師
と
し
て
の
活
動
を

し
て
い
る
同
級
生
が
集
ま
り
、

親
睦
と
情
報
交
換
の
場
を
持
と

う
と
い
う
意
図
の
も
と
で
は
じ

ま
っ
た
会
で
す
。
そ
の
後
、
埼

玉
県
内
だ
け
で
な
く
、
小
山

（
栃
木
）、
下
館
・
現
在
は
筑

西
（
茨
城
）
の
同
級
生
た
ち
か

ら
も
大
宮
は
来
る
の
に
便
利
と

ク ラ ス 会 ゐ の は な 同 窓 会 報
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は
非
常
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
節
目
の
年
に
顔
を
合
わ

せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

 

（
椎
名
裕
樹
）

写
真
右
か
ら

１
列
目
：
椎
名
裕
樹
、
伊
藤
み

ゆ
き
、
金
愛
理
、
藤
巻
晴
香
、

佐
々
木
梨
乃
、
大
旗
彩
子
、
横

江
絢
子
・
怜
奈
、
福
井
悠
・
緋

菜
子
、
小
柳
剛
、
野
島
大
輔

２
列
目
：
熊
谷
仁
、
笈
田
諭
、

福
田
匡
志
、
井
福
真
友
美
、
栗

田
健
郎
、
糸
井
瑞
恵
、
梶
並
由

佳
、
松
林
理
葉
、
江
口
紀
子
、

青
柳
藍
、
佐
々
木
亘
亮
、
大
橋

浩
一
、
水
地
智
基

３
列
目
：
林
伸
彦
、
永
澤
由

香
、
河
本
明
代
、
海
野
文
香
、

澤
田
尚
人
、
佐
藤
広
明
、
早
田

有
希
、
日
野
裕
太
郎
、
樋
口
耕

介
、
石
塚
理
人

４
列
目
：
雨
宮
剛
、
明
杖
直

樹
、
森
啓
一
郎
、
伊
藤
俊
一
、

一
色
佑
介
、
若
井
健
、
宮
部

彰
、
下
山
恭
平
、
菊
永
晋
一
郎

窓
口
負
担
が
３
割
か
ら
１
割
負

担
に
な
っ
た
こ
と
、
療
養
病
棟

で
何
十
年
ぶ
り
で
書
く
死
亡
診

断
書
が
死
因
・
老
衰
ば
か
り
で
、

こ
れ
で
よ
い
の
か
と
悩
む
も
の

な
ど
な
ど
。
近
況
報
告
を
聞
い

て
い
る
と
マ
ネ
は
で
き
な
い
が

感
心
す
る
こ
と
、
よ
く
や
っ
て

い
る
と
拍
手
し
た
く
な
る
よ
う

な
こ
と
、
時
代
の
様
変
わ
り
を

い
ま
さ
ら
な
が
ら
思
い
知
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
何
人
か
の
人
は
こ
れ
か
ら

の
自
身
の
健
康
上
の
留
意
点
や

先
々
の
気
が
か
り
な
事
を
付
け

加
え
て
い
た
の
が
、
昔
の
ク
ラ

ス
会
と
の
違
い
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

酒
の
量
も
食
べ
る
の
も
少
な

く
な
っ
た
が
、
口
数
は
達
者
な

同
級
生
の
様
変
わ
り
を
感
じ
、

次
回
も
こ
ん
な
集
ま
り
が
で
き

る
よ
う
に
皆
で
願
い
散
会
し
ま

し
た
。

 

（
諏
訪
敏
一
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
諏
訪
敏
一
、
玉
井
輝

章
、
玉
井
夫
人

中
列
：
星
野
聡
、
高
山
直
秀
、

海
野
健

後
列
：
東
紘
一
郎
、
滝
川
弘

志
、
竜
崇
正
、
久
野
宗
寛
、
赤

井
壽
紀
、
一
瀬
正
治

に
診
療
し
て
い
る
の
に
収
益
が

上
が
ら
な
い
と
か
、
む
し
ろ
、

下
が
っ
て
き
た
、
と
か
、
こ
の

会
に
参
加
す
る
た
め
、
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
日
曜
診
療
を
や
っ
て
き

た
と
か
、
作
業
療
法
で
、
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
る
が
、
上

に
載
せ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

の
数
が
減
り
、
物
価
高
騰
の
あ

お
り
を
受
け
て
い
る
と
か
、
強

迫
観
念
に
駆
ら
れ
て
い
ま
だ
に

３
，０
０
０
ｍ
級
の
山
に
挑
戦
し

て
い
る
と
か
、
自
身
の
こ
れ
ま

で
磨
い
て
き
た
医
療
技
術
を
地

域
医
療
向
上
に
役
立
て
る
べ
く

朝
の
始
発
電
車
で
病
院
に
出
勤

し
て
い
る
と
か
、
健
康
維
持
の

た
め
に
長
距
離
の
歩
行
を
心
掛

け
て
い
る
こ
と
、
健
康
保
険
の

い
う
こ
と
で
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
今
、
現
在
千
葉
、
秋
田

か
ら
の
同
級
生
も
加
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
集
ま
り
を
基
に
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
企
画
や
唐
澤
祥

人
・
日
本
医
師
会
長
就
任
の
祝

賀
会
な
ど
で
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

６
月
に
開
か
れ
た
ゐ
の
は
な

同
窓
会
総
会
の
会
務
報
告
の
あ

と
、
今
回
の
11
名
の
参
加
者
か

ら
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
後
58
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
れ

ま
で
の
人
生
経
験
で
獲
得
し
た

こ
と
、
自
然
と
身
に
つ
い
た
立

ち
位
置
で
の
興
味
深
い
話
な
ど
、

が
聞
け
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
身
の
病
院
で
い
つ
も
通
り

　

今
回
胃
腸
炎
で
欠
席
と
な
っ

た
藤
田
雄
治
君
、
理
由
は
不
明

で
す
が
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
っ
た
有
里
裕
生
君
は
ぜ
ひ
次

回
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
は
半
数
弱
と
な
り
ま

し
た
が
、
卒
業
後
14
年
目
で
あ

る
本
年
、
今
回
の
開
催
に
あ
た

り
91
人
に
連
絡
が
取
れ
た
こ
と

中
で
も
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
か
ら
ビ

デ
オ
通
話
で
参
加
し
て
く
れ
た

田
中
雄
一
郎
君
、
あ
り
が
と
う
。

　

奇
し
く
も
同
日
に
看
護
学
部

の
同
期
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
、
野
島
君

の
奥
様
と
な
っ
た
海
野
文
香
君

を
は
じ
め
数
名
の
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
も
合
流
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
10
月
18
日
、
東
京

駅
近
く
の
丸
の
内
ガ
ー
デ
ン
タ

ワ
ー
内
の
「SC

eN
T

 H
O

U
SE

 
D

EN
 M

arunouchi

」
に
て
平

成
23
年
卒
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、

05M

の
同
期
39
名
が
集
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
小
規
模
な
集
ま

り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
正
式
な
同

窓
会
の
開
催
は
卒
業
後
初
め
て
で

し
た
。

　

ま
ず
は
る
ば
る
三
重
県
か
ら

来
て
く
れ
た
早
田
有
希
君
が
誰

よ
り
も
先
に
会
場
入
り
し
、
懐

か
し
い
面
々
を
待
ち
構
え
ま
す
。

　

飲
み
物
が
運
ば
れ
る
前
か
ら

す
で
に
会
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
音
頭
を
取
っ
て

く
れ
た
野
島
大
輔
君
の
い
つ
も

ど
お
り
の
大
き
な
乾
杯
の
声
で

会
が
始
ま
り
ま
す
。
ひ
と
し
き

り
の
歓
談
を
行
っ
た
後
、
一
人

ず
つ
手
短
な
近
況
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
で
講

師
を
務
め
て
い
る
森
啓
一
郎
君
、

複
数
の
医
院
を
経
営
す
る
福
井

悠
君
、N

PO

法
人
を
は
じ
め

４
つ
の
団
体
の
代
表
を
務
め
る

林
伸
彦
君
、
長
野
の
血
内
診
療

を
担
い
夜
行
バ
ス
で
参
加
し
て

く
れ
た
大
旗
彩
子
君
な
ど
な
ど

多
方
面
で
の
活
躍
報
告
が
続
き

ま
す
。

　

数
名
は
海
外
留
学
中
の
た
め

参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ゐ の は な 同 窓 会 報
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ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉大学医学部ホームカミングデー
卒後50年（昭和50年）卒業生
卒後25年（平成12年）卒業生

令和７年11月２日（日）　於　医学系総合研究棟　第一講義室

　令和７年（2025年）11月２日（日）医学系総合研究棟（治療学研究棟）に於いて、昭和50年卒業生、平成12
年卒業生をご招待し、千葉大学医学部ホームカミングデーが開催されました。
　白澤浩ゐのはな同窓会副会長の開会の辞の後、吉原俊雄ゐのはな同窓会長、三木隆司千葉大学大学院医学研
究院長の挨拶があり、千葉大学ゐのはな音楽部による弦楽四重奏の演奏の後、式典が行われました。吉原俊雄ゐ
のはな同窓会長より、卒後50年卒業生には感謝状と記念メダルが、卒後25年卒業生には激励状とロゴマークバッ
ジが贈呈されました。医学系総合研究棟アクティブラーニングスペースで記念撮影を行い、閉会となりました。

写真左から 昭和50年卒業生
最後列： 伊藤彰一理事、諏訪園靖理事、栗原正利参与、平井康夫、野積邦義、富谷久雄、河内文雄、山岸文雄
三列目： 白澤浩副会長、田邊政裕理事、渡辺良、沖本光典、村野俊一、増村道雄、中尾照逸、鴨下博、柴光年
二列目： 戸塚清一、篠宮正樹、佐伯直勝、小久保茂樹、宮崎彰、横須賀收、山崎義和、麻生誠二郎、野口博史、 

野村文夫
最前列： 佐野千寿子、高橋道子、勝呂慶子、三木隆司研究院長、吉原俊雄会長、高林克日己、沖本由理、内海勝夫、

髙橋正志 （敬称略）

写真左から 平成12年卒業生
最後列： 栗原正利参与、伊藤彰一理事、白澤浩副会長、諏訪園靖理事、田邊政裕理事
二列目： 小林豊、中田光政、藤田純一、幸部吉郎、立石順久、山㟢武、早野康一、山田義人、石沢武彰
最前列： 横谷純子、梅木麻衣、三木隆司研究院長、吉原俊雄会長、武之内史子、石川真紀、大澤幸代 （敬称略）
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ゐ の は な 同 窓 会 報

参加者全員で

吉原俊雄 会長　挨拶

卒後25年（平12）
卒業生代表　小林　豊 氏

卒後50年（昭50）
卒業生代表　高林克日己 氏

三木隆司 千葉大学大学院
医学研究院長　挨拶ゐのはな音楽部　弦楽四重奏演奏

令和７年ホームカミングデー会場の様子令和７年ホームカミングデー会場の様子
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ゐ の は な 同 窓 会 報

令和８年度のホームカミングデーは

昭和51年卒業生（卒後50年）

平成13年卒業生（卒後25年）
　　 上記学年の先生方をご招待し、

　　　　　　 　令和８年11月の開催を予定しております。
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さ
を
忘
れ
ず
、
生
涯
を
通
じ
て

専
門
知
識
の
更
新
と
技
術
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
中
心

の
医
療
を
実
践
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
深
い
共
感
の
姿
勢
を

も
っ
て
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の

痛
み
、
不
安
、
希
望
に
耳
を
傾

け
、
十
分
な
配
慮
と
誠
実
さ
を

も
っ
て
寄
り
添
い
ま
す
。
利
他

の
精
神
を
持
ち
続
け
、
患
者
さ

ん
と
の
信
頼
関
係
を
最
も
大
切

に
し
ま
す
。
常
に
患
者
さ
ん
の

健
康
を
第
一
に
考
え
行
動
し
、

病
に
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
心
・
人
生
に
向

き
合
う
医
師
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
高
い
倫
理
観
を

持
ち
、
医
師
と
し
て
の
責
任
を

果
た
し
ま
す
。
チ
ー
ム
医
療
の

重
要
性
を
認
識
し
、
互
い
の
専

門
性
を
尊
重
し
な
が
ら
他
職
種

と
の
連
携
を
実
践
し
ま
す
。
自

己
研
鑽
に
つ
と
め
、
最
新
の
知

見
を
も
っ
て
最
善
の
治
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
志
を
胸
に
、
社
会

に
お
け
る
医
師
の
役
割
を
認
識

し
、
医
療
の
実
践
を
通
じ
て
人
々

の
幸
福
に
貢
献
し
ま
す
。
そ
し

て
、
医
師
と
し
て
、
医
療
人
と

し
て
、
人
と
し
て
精
進
し
、
成

長
し
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を

導
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
々
へ
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

で
も
あ
り
ま
す
ご
家
族
の
方
々

に
も
感
謝
を
捧
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
一
層
の
勉
学
の
発
展
を
期

待
す
る
と
共
に
、
同
窓
会
と
し

て
惜
し
み
な
い
支
援
を
し
て
行

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

誓
い
の
言
葉

　

私
た
ち
は
本
日
、
白
衣
を
身

に
纏
い
ま
し
た
。
こ
の
白
衣
は
、

医
療
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
誇

り
と
責
任
の
象
徴
で
あ
り
、
今

改
め
て
、
人
の
命
を
預
か
る
医

療
従
事
者
と
し
て
の
重
い
責
任

を
深
く
自
覚
し
ま
し
た
。
こ
の

自
覚
と
新
参
者
と
し
て
の
謙
虚

　

白
衣
式
に
臨
ま
れ
た
学
生
の

皆
さ
ん
に
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
入
学
後
、
医
学
の

基
礎
か
ら
臨
床
に
関
わ
る
様
々

な
領
域
の
分
野
を
学
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
白
衣
式
は
医
師
に
な

る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
、

こ
れ
ま
で
の
知
識
を
活
か
し
て

い
わ
ゆ
る
「student doctor

」

と
し
て
病
院
の
臨
床
実
習
に
臨

み
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
も
直
接

接
し
、
若
手
の
医
師
と
し
て
み

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
教
職

員
の
方
々
、
そ
し
て
何
よ
り
も

最
大
の
理
解
者
で
あ
り
支
援
者

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
16
回
　
白
衣
式
　
会
長
か
ら
の
エ
ー
ル

　

２
０
２
５
年
11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長

　

吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

【写真提供：フォトチョイス】

【写真提供：フォトチョイス】

【写真提供：フォトチョイス】

学
内
情
報
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た
。

　

ま
た
、
ご
来
場
の
中
に
は
千

葉
大
学
を
志
望
す
る
受
験
生
も

多
く
、
約
１
，０
０
０
名
に
達
し

ま
し
た
。
受
験
生
相
談
や
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
各
企
画
は
す

べ
て
満
員
と
な
り
、
大
変
な
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。
医
学
部
企

画
で
は
、
外
科
体
験
や
心
エ
コ
ー

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
受
験
生

や
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
手
技

を
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
医
学
部
講
演
会
で

は
、
千
葉
大
学
医
学
部
医
学
教

育
研
究
院
講
師
の
笠
井
大
先
生

を
お
迎
え
し
、「
医
学
教
育
と
生

成A
I

」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を

賜
り
ま
し
た
。
生
成A

I

の
現
状

と
教
育
現
場
で
の
活
用
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
き
、
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま

で
幅
広
い
世
代
の
皆
様
に
ご
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
多
く
の
先
生
方
、

企
業
・
団
体
の
皆
様
、
そ
し
て

何
よ
り
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆

様
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

無
事
に
亥
鼻
祭
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
、
よ
り
魅
力

的
な
亥
鼻
祭
を
創
り
上
げ
る
べ

く
、
委
員
一
同
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
に
よ
る
屋
台
出
店
は
19

団
体
に
の
ぼ
り
、
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
活
動
す
る
多
く
の
部
活

動
・
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
ま
し

　

令
和
７
年
11
月
２
日
、
千
葉

大
学
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
亥

鼻
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

２
，５
０
０
名
を
超
え
る
皆
様

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
心
に
残
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
枚
数
は
７

３
０
枚
、
最
終
入
場
者
数
は
６

５
６
人
に
の
ぼ
り
、
盛
況
の
う

ち
に
終
演
い
た
し
ま
し
た
。
開

催
に
至
る
ま
で
の
準
備
期
間
を

通
じ
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

の
も
と
に
本
演
奏
会
が
実
現
し

た
こ
と
を
深
く
実
感
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
支

援
を
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
企
業
・

団
体
の
皆
様
、O

B

・O
G

の
皆

様
、
会
場
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ

た
ホ
テ
ル
関
係
者
の
皆
様
、
指

揮
者
の
中
田
先
生
、
ト
レ
ー
ナ
ー

の
先
生
方
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

学
生
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
、

主
管
一
同
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
ー
《「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
よ

り
第
３
幕
へ
の
前
奏
曲
》
を
演

奏
い
た
し
ま
し
た
。

　

合
宿
期
間
中
は
、
学
生
同
士
、

そ
し
て
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
指

揮
者
お
よ
び
ト
レ
ー
ナ
ー
の
先

生
方
と
の
交
流
を
深
め
、
音
楽

を
共
に
作
り
上
げ
る
過
程
を
通

し
て
、
大
学
の
垣
根
を
超
え
多

様
な
背
景
を
持
つ
仲
間
と
過
ご

し
た
約
１
週
間
は
、
参
加
者
一

に
、
ホ
ル
ス
ト
《
組
曲
「
惑
星
」

よ
り
「
木
星
」》、R

. 

シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
《
ば
ら
の
騎
士
組
曲
》、
そ

し
て
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
ワ
ー
グ

　

令
和
７
年
７
月
30
日
か
ら
８

月
５
日
に
か
け
て
、
静
岡
県
伊

豆
の
国
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
八

景
園
に
て
合
宿
練
習
を
実
施
し
、

８
月
６
日
に
横
浜
み
な
と
み
ら

い
大
ホ
ー
ル
に
て
演
奏
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
団
体
「
全
日
本
医
科
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
通
称
：
夏
オ
ケ
）」
は
、

医
科
・
歯
科
・
看
護
・
薬
科
系

の
学
生
に
よ
る
音
楽
団
体
お
よ

び
音
楽
同
好
会
を
統
括
す
る
全

国
規
模
の
組
織
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活

動
を
通
じ
て
音
楽
の
奨
励
と
発

展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
音

楽
を
愛
す
る
医
療
系
学
生
同
士

の
親
睦
や
情
報
交
換
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

第
45
回
を
迎
え
た
本
年
の
演

奏
会
で
は
、
千
葉
大
学
が
主
管

を
務
め
る
運
び
と
な
り
ま
し
た

（
ゐ
の
は
な
音
楽
部
部
員
29
名
、

千
葉
大
学
医
学
部
学
生
１
名
が

所
属
）。

　

全
国
か
ら
総
勢
１
７
３
名
の

学
生
が
参
加
し
、
指
揮
に
は
中

田
延
亮
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
《
展
覧
会
の

絵
》（
ラ
ヴ
ェ
ル
編
）
を
メ
イ
ン

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
45
回
全
日
本
医
科
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
ご
報
告

　

池　

澤　

伶　

香
（
医
5
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

亥
鼻
祭
２
０
２
５
開
催
報
告

　
　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
サ
ー
ク
ル　

委
員
長

�
医
学
部
３
年　

乗　

貞　
　
　

佑亥鼻祭委員の写真
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リ
ー
ト
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

16
日
、
山
梨
大
学
を
主
管
校
と

し
、
富
士
研
修
所
に
て
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
ま
さ
に
「
リ
ト

も
に
、
研
究
志
向
を
持
つ
学
生

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
実
際
、
今
回
本

学
か
ら
も
複
数
の
学
生
が
受
賞

し
て
お
り
、
演
題
が
高
く
評
価

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

報
告
文
が
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド

を
育
む
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
末
筆
な
が
ら
、
学
生
発
表

に
指
導
を
賜
り
ま
し
た
田
中
知

明
先
生
（
分
子
病
態
解
析
学
教

授
）、
ご
同
行
頂
き
ま
し
た
坂
本

明
美
先
生
、
小
野
寺
淳
先
生
、

荻
野
智
大
先
生
、
な
ら
び
に
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

※
来
年
は
２
０
２
６
年
８
月
15

－

場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
関
心

が
集
ま
る
部
分
を
把
握
し
、
今

後
に
活
か
せ
る
貴
重
な
示
唆
を

得
ま
し
た
。
一
方
で
、
核
心
に

迫
る
鋭
い
質
問
を
投
げ
か
け
る

学
生
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

他
分
野
を
含
め
た
総
合
的
な
理

解
ス
キ
ル
が
及
ば
な
い
こ
と
も

痛
感
し
ま
し
た
。
極
め
て
レ
ベ

ル
の
高
い
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

か
ら
刺
激
を
受
け
、
研
究
「
姿

勢
」
や
探
究
「
心
」
を
よ
り
一

層
磨
い
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
ラ
ボ
ツ
ア
ー
に
参
加

し
、
研
究
を
支
え
る
基
盤
と
な

る
先
端
機
器
や
施
設
の
価
値
を

学
び
ま
し
た
。
千
葉
大
学
に
も

誇
る
べ
き
研
究
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
加
え
、

研
究
に
対
す
る
姿
勢
や
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
分
野
を
超
え
た
「
繋

が
り
」
が
築
か
れ
ま
し
た
。
専

門
が
定
ま
っ
て
い
な
い
学
生
同
士

だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
に
努
力
す

る
仲
間
と
「
触
れ
合
う
」
価
値

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

３
．
内
面
的
意
義

　
　

─
志
を
高
め
る
─

　

大
学
を
代
表
し
て
口
頭
発
表

の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
研
究

内
容
に
留
ま
ら
ず
発
表
ス
キ
ル

を
追
求
し
て
き
た
こ
と
で
、
伝

え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
自
信

を
持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
考
察
段
階
の
内
容
に
関

す
る
質
問
が
多
く
答
え
に
く
い

学
ぶ
段
階
か
ら
、
相
互
的
な
対

話
を
通
じ
て
研
究
を
検
討
す
る

段
階
へ
と
成
長
で
き
た
と
感
じ
、

学
び
を
「
統
合
す
る
」
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

２
．
社
交
的
意
義

　
　

─
人
を
繋
げ
る
─

　

交
流
を
通
し
て
、
学
生
同
士

　

２
０
２
５
年
８
月
19

－

20
日

に
順
天
堂
大
学
に
て
開
催
さ
れ

た
、
第
15
回
「
夏
の
リ
ト
リ
ー

ト
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
は
医
学
生
の
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
の
涵
養
を
目
的
と
し
て

お
り
、
基
礎
研
究
に
携
わ
る
学

生
が
大
学
の
枠
を
超
え
て
交
流

す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日

本
の
複
数
大
学
に
よ
る
研
究
医

養
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
一
環
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
研
究
発

表
や
特
別
講
演
、
懇
談
会
を
通

じ
て
医
師
・
研
究
者
と
し
て
の

視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
本
会
を
通
じ

て
研
究
の
三
つ
の
意
義
を
感
じ
ま

し
た
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
．
学
術
的
意
義

　
　

─
知
を
深
め
る
─

　

特
別
講
演
や
ポ
ス
タ
ー
聴
講

で
は
、
新
た
な
知
見
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
以
前
聞
い
た
内
容

や
身
に
つ
け
て
き
た
知
識
と
関

連
付
け
「
深
く
」
咀
嚼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
受
け
身
で

ゐ の は な 同 窓 会 報

学　

生　

教　

育　

学　

生　

教　

育　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

２
０
２
５
年
度

　

東
日
本
研
究
医
養
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

�

第
15
回
「
夏
の
リ
ト
リ
ー
ト
」
に
参
加
し
て

学
生
代
表　

椎　

名　

萌　

子
（
医
5
）

写真１・２　千葉大メンバー
坂本明美（バイオメディカル研究センター准教授・昭62）、小
野寺淳（災害治療学研究所  次世代災害治療学研究部門教授・
平18）、荻野智大（災害治療学研究所特任助教・令３）、室伏
悠羽（医１）、山本青実（医１）、坂井陽葵（医２）、佐野友則

（医２）、髙橋直毅（医２）、日野鶴乃（医２）、上野真幸（医
３）、萱原慎太郎（医３）、菊地真穂（医３）、竹下光英（医
３）、宮野ひなた（医４）、清野日香（医５）、椎名萌子（医５）

写真３　全体集合写真
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時
に
有
名
な
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
誓
い
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
彼
が
意
味
し
た
本
来
の

ア
ー
ト
の
意
味
に
は
、「
医
療
技

術
」
の
他
に
「
医
療
倫
理
」
も

含
ま
れ
て
い
る
筈
で
す
。
す
な

は
ち
、「
医
療
技
術
＋
医
療
倫

理
」。
こ
れ
は
全
て
の
医
学
徒
が

基
本
的
に
堅
持
す
べ
き
心
得
で

す
が
、
現
代
の
医
療
は
こ
れ
だ

け
で
は
立
ち
行
か
な
い
。
さ
ら

に
他
の
意
味
合
い
を
加
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す
な

は
ち
、

★
ア
ー
ト
＝「
医
療
技
術
＋
倫

理
＋A

I

＋
“
経
済
”」

　

従
来
の
国
立
大
学
の
経
済
感

覚
で
は
、
現
況
の
膨
大
な
研
究
費

や
医
療
費
に
追
い
つ
か
な
い
。
今

後
は
〝
産
学
協
同
〞
な
ど
、
後

輩
の
皆
さ
ん
に
は
新
た
な
〝
ア
ー

ト
〞
感
覚
を
以
て
医
学
に
精
進

す
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
今
後
は
当
部
の
助
成
金
が
研

究
費
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う

望
み
ま
す
。

★
ふ
る
さ
と
“
脳
税
”
を
し
よ

う
!!

・
無
駄
な
酒
代
は
母
校
の
研
究

費
と
し
て
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。

改
め
て
、
永
ら
く
助
成
下
さ
っ

た
「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
」
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
累
積
負
債
を
免
除
し

て
下
さ
っ
た
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
向

日
葵
」
斉
藤
誠
一
主
宰
に
も
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

⑴
〝
ス
ピ
ー
ド
感
覚
〞
の
低

下
と
⑵
〝
人
事
交
流
〞
の
減
少

で
す
。A

I

の
時
代
、
全
て
が
劇

的
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て

東
京
に
は
全
て
が
集
ま
っ
て
い

る
。
良
く
も
悪
し
く
も
銀
座
、

お
茶
の
水
、
渋
谷
な
ど
の
都
会

の
雑
踏
が
人
々
の
感
覚
を
磨
き

上
げ
て
い
る
（
千
葉
大
学
の
出

先
機
関
が
江
戸
川
区
内
に
設
け

ら
れ
た
そ
う
で
、
発
展
が
楽
し

み
で
す
）。

＊「
人
生
は
短
く
、
芸
術
は
永

し
」
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
、

〝
ア
ー
ト
〞
の
本
来
の
意
味
は

「
医
療
技
術
」
の
精
進
で
あ
り
、

〝
絵
画
〞
な
ど
の
意
味
で
は
な
い

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
彼
は
同

は
50
名
程
度
、
し
か
も
出
品
者

の
身
内
ば
か
り
。
無
人
島
で
の

展
覧
会
の
よ
う
で
開
催
に
意
味

が
あ
る
の
か
疑
問
で
す
。
形
ば

か
り
の
展
覧
会
に
こ
れ
以
上
無

駄
な
経
費
を
掛
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
銀
座
で
の
展
覧
会
に
は
三
つ

の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

・
絵
描
き
と
し
て
の
張
り
合
い

・
千
葉
大
学
医
学
部
の
広
報
手

段
の
一
つ

・
後
輩
の
皆
さ
ん
に
〝
大
都
会

の
空
気
〞
を
吸
っ
て
も
ら
う
機

会
　

千
葉
は
温
暖
、
温
厚
な
風
土

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
私
は
二
つ
の
点
に
つ
い
て

心
配
し
て
お
り
ま
す
。

す
。

・「
経
費
の
無
駄
」＝
同
窓
会
か

ら
毎
年
「
20
万
円
」
の
助
成

金
を
頂
い
て
お
り
、
こ
の
他
に

各
自
、
３
万
円
の
出
品
料
を
支

払
っ
て
お
り
ま
す
。

・「
出
品
者
数
の
減
少
」＝
毎
年
、

減
少
し
て
お
り
今
回
の
出
品
者

は
６
名
（
平
均
年
齢
は
80
歳
）。

こ
の
数
年
、
新
入
会
員
は
皆
無
。

そ
の
結
果
、
展
覧
会
出
品
料
の

赤
字
が
累
積
し
て
来
て
い
る
。

し
か
し
、
同
窓
会
に
こ
れ
以
上

の
負
担
増
を
お
願
い
で
き
な
い

事
、
加
え
て
個
人
の
出
品
料
の

増
額
も
こ
れ
以
上
は
難
し
い
。

・「
来
館
者
数
の
減
少
」＝
毎
年

減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
会
期
中

窓
会
長
に
当
部
会
の
現
状
を
説

明
し
同
意
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
改
め
て
会
員
一
同
で
閉

会
を
決
定
し
た
と
い
う
次
第
で

す
。

　

部
長
の
責
任
上
、
以
下
に
閉

会
の
理
由
を
書
か
せ
て
頂
き
ま

　

同
展
は
、
銀
座
で
50
回
も
開

催
さ
れ
て
来
た
伝
統
あ
る
絵
画

展
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
令
和
７
年

９
月
８
日
〜
９
月
14
日
」
を
以

て
閉
会
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
吉
原
同

会
員
か
ら

会
員
か
ら

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
50
回
「
ゐ
の
は
な
美
術
展
」

�

最
終
回
の
お
知
ら
せ

　

会
期
：
令
和
７
年
９
月
８
日
（
月
）〜
９
月
14
日
（
日
）

　

会
場
：
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
向
日
葵

ゐ
の
は
な
美
術
部
部
長　

橋　

本　

英　

明
（
昭
45
）

写真右から　前列：島田哲男（昭41）御息女、後列：橋本英明（昭
45）、菅ヶ谷純弘（昭45）、野口眞利（昭40）、吉川廣和（昭40）、榎
本貴夫夫人、榎本貴夫（昭47）

第50回ゐのはな美術展　出品作品
氏　　名 卒年 作　　　　　品

吉川　廣和 昭40 ①静物A　②静物B　③25年間ごくろうさま　
④山形蔵王初冠雪　⑤山形蔵王のある日

野口　眞利 昭40
①モンマルトル美術館　②レ・ムーラン　③雪の街
④モンマルトルの家並　⑤モンマルトルの坂道　
⑥ムーランルージュ

島田　哲男 昭41 ①裸婦　②婦人像Ⅰ　③婦人像Ⅱ
橋本　英明 昭45 ①コロブチカ　②トアレグ族　③ロヒャンギ難民
菅ヶ谷純弘 昭45 ①梅ケ島温泉　②サッカー場へ　③木洩れ日

榎本　貴夫 昭47
①春の雪　－宍塚大池・つくば市－　
②五色沼　－猪苗代・福島－　
③黄河　　－シルクロード・中国－

宮下　久夫 昭38 （不出品）

第50回ゐのはな美術展　会計報告
【入金】
出品料（40,000円×６名） 240,000円
不出品（10,000円×１名） 10,000円
ゐのはな同窓会より助成 200,000円

合　計 450,000円
【出金】
会場費 420,000円
案内状代 20,000円
郵便・通信費 3,000円
搬入出・飾付アルバイト代（２名分） 0円
キャプション作成費 0円
受付（7,000円 /１日×７日） 0円
芳名帳・筆ペン・梱包材・その他雑費 3,000円

合　計 446,000円

近況報告、随筆（エッセイ）、趣味、現代の医療問題についてなどの
内容で奮ってご投稿ください。
原稿は1,000字程度で事務局まで！
ゐのはな同窓会事務局　e-mail：info@inohana.jp

投稿のご案内
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の
方
が
多
く
い
る
状
況
で
す
の

で
、
こ
の
同
窓
会
報
を
見
て
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
以
下
の
メ
ー
ル
（
岡
本

渉
真
：sho.okam

oto2004@
gm

ail.com

）
に
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、O

BO
G

会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
過
去
の
活
動

報
告
や
名
簿
な
ど
の
情
報
を
元

に
、
学
生
さ
ん
が
一
生
懸
命
ひ
と

り
ひ
と
り
連
絡
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
現
在O

BO
G

会

名
簿
を
作
成
中
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
連
絡
の
つ
か
な
いO

BO
G

の
後
、
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
な
く
な
り
、
現
在
は
、

IFM
SA

（
国
際
医
学
生
連
盟
）

の
交
換
留
学
を
主
体
に
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
換
留
学
に
関
す
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
医
学
英
語
サ
ー
ク

ル
（M

E
SSA

）
で
主
導
さ
れ

て
い
た
加
藤
佳
瑞
紀
先
生
（
平

４
）
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
現
在
に
至
る
ま
で
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
医

療
を
考
え
る
会
の
代
表
を
務
め

ら
れ
て
い
た
周
達
仁
先
生
（
平

28
）、
南
研
人
先
生
（
令
２
）、

そ
し
て
現
代
表
の
岡
本
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

O
BO

G

会
の
後
は
、
席
を
学

内
のM

O
K

U

に
移
し
、
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。O

BO
G

会
と
懇
親
会
の
参
加
者
は
合
わ

せ
る
と
50
名
弱
と
な
り
、
大
変

盛
況
で
、
旧
交
を
温
め
新
し
い

知
己
を
得
る
大
変
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

新
た
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会
は
、

平
成
２
年
卒
の
医
学
部
学
生
が

医
進
２
年
の
時
（
１
９
８
５
年
）

に
、
看
護
学
部
、
看
護
学
校
の

学
生
等
と
一
緒
に
作
っ
た
サ
ー

ク
ル
で
す
。
今
年
度
、
新
入
生

が
た
く
さ
ん
入
部
し
た
こ
と
も

あ
り
、
代
表
の
岡
本
渉
真
さ
ん

と
相
談
し
40
周
年
を
記
念
し
て

O
B

O
G

会
を
開
く
こ
と
を
計

画
し
、
２
０
２
５
年
10
月
５
日

（
日
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。O

B
O

G

会
で

は
、
サ
ー
ク
ル
創
設
期
に
つ
い

て
青
木
勉
先
生
（
平
２
）
か
ら
、

創
設
後
期
に
つ
い
て
、
照
井
エ

レ
ナ
先
生
（
平
９
）
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
海
外
の

医
療
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い

う
有
志
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
最

初
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
医
療
協
力

活
動
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

星
野
邦
夫
先
生
や
福
嶋
正
和
先

生
の
ご
支
援
の
も
と
、
セ
ブ
島
・

ボ
ホ
ー
ル
島
等
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
中
心
に
サ
ー
ク
ル

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ゐ の は な 同 窓 会 報

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会O

B
O

G

会

世
界
の
医
療
を
考
え
る
会
顧
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
感
染
症
制
御
分
野　
　

　

石
和
田　

稔　

彦
（
平
2
）

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

令和８年度
ゐのはな同窓会総会　案内

─ 東京ゐのはな会担当 ─

日　時：令和８年６月13日（土）

会　場：銀座アスター　
　　　　お茶の水賓館（予定）

詳細につきましては、後日お知らせ
いたします。同窓の先生方のご参加
をお待ちいたしております。

ご住所・ご勤務先等に変更がございましたら当会にもご一報ください。

　電話　（０４３）２０２－３７５０
　FAX　（０４３）２０２－３７５３ e-mail：info@inohana.jp　
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
四
苦
八
苦
し
て

収
集
し
作
り
上
げ
た
当
時
を
偲

び
ま
し
た
。
写
真
、
図
の
引
用

が
主
体
の
こ
と
か
ら
、
版
権
の

こ
と
も
あ
り
、
自
費
出
版
と
い

う
形
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

眼
科
医
の
立
場
か
ら
見
た
文

芸
、
芸
術
に
関
わ
る
話
と
は
な

り
ま
す
が
、
専
門
書
で
は
な
く
、

視
覚
が
ヒ
ト
の
生
き
ざ
ま
に
如

何
に
か
か
わ
っ
て
い
る
様
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

な
お
、
本
書
の
１
５
４
編
の

う
ち
59
編
は
元
の
原
稿
に
少
し

医
学
的
内
容
を
加
え
て
〝
眼
に

効
く
眼
の
話
〞
と
し
て
、
２
０

０
３
年
に
小
学
館
よ
り
発
行
し

て
い
ま
す
。

長
期
の
動
物
実
験
の
一
連
の
研

究
の
後
、
チ
ェ
ル
レ
ッ
テ
ィ（U

. 
C

erletti 1877-1963

）
が
搬

送
さ
れ
た
混
迷
患
者
に
シ
ョ
ッ
ク

療
法
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
い

く
つ
か
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
う
つ
病

や
躁
鬱
病
に
有
効
性
が
示
さ
れ

た
。

　

近
年
の
話
題
と
し
て
は
、R

. 
L

evi. M
ontalcini 1909-

2012

）
神
経
成
長
因
子
をS. N

. 
C

ohen

とP. U
. A

ngeletti

と

の
共
同
で
、
は
じ
め
セ
ン
ト
ル

イ
ス
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
で
分
離
し

報
告
し
た
。
神
経
細
胞
は
分
裂
、

分
化
し
、
成
長
因
子
、
受
容
体
、

遺
伝
子
発
現
調
節
因
子
を
介
し

て
免
疫
細
胞
な
ど
種
々
の
細
胞

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。

こ
の
結
果
、
分
子
・
細
胞
レ
ベ
ル

と
個
体
機
能
を
連
関
す
る
研
究

へ
導
い
た
こ
と
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
千
葉
大
学
で
も
、
馬
杉
腎

炎
や
川
崎
病
な
ど
本
学
に
関
係

あ
る
先
生
方
の
業
績
を
展
示
す

る
施
設
が
あ
れ
ば
と
願
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

フ
ラ
カ
ス
ト
ロ
（G

irolam
o 

Fracastori 1478-1553

）
に

よ
る
詞
〝Syphilis sive de 

m
orbo gallico

〞
か
ら
と
ら
れ

た
。
い
く
つ
か
の
病
気
は
、直
接
、

間
接
あ
る
い
は
媒
介
物
に
よ
り

移
さ
れ
る
小
粒
子
が
原
因
と
フ

ラ
カ
ス
ト
ロ
は
唱
え
た
。

　
一
方
、
ラ
イ
病
の
最
終
状
態
で

は
、
四
肢
の
切
断
に
至
る
。
手
、

足
、
腕
と
脚
の
代
替
え
に
用
い

ら
れ
た
木
製
の
義
肢
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
梅
毒
や
ラ

イ
病
の
病
態
を
図
示
し
た
テ
キ

ス
ト
が
乏
し
い
気
が
す
る
が
、
歴

史
的
観
点
か
ら
感
染
症
を
学
び

直
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

神
経
学
的
に
興
味
あ
る
展
示

品
も
散
見
さ
れ
る
。
頭
痛
治
療

〝guarigione della cefalea

〞

と
し
て
、
司
祭
が
頭
の
上
に
装

着
し
、「
聖
な
る
施
し
」〝santo 
guaritore

〞
が
鉄
製
の
冠
か
ら

体
内
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え

た
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
は
、
て

ん
か
ん
な
ら
び
に
実
験
て
ん
か

ん
の
病
態
生
理
か
ら
発
展
し
た
。

の
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
困
難
を
抱
え

た
貧
者
、
捨
て
子
な
ど
の
支

援
所
に
加
え
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

施
設
と
し
て
急
激
に
機
能
し

た
。
地
域
の
救
急
施
設
と
し
て

〝lazar house

〞
が
当
時
ペ
ス

ト
の
流
行
し
た
際
に
、
治
療
な

ら
び
に
隔
離
の
た
め
設
立
さ
れ

た
。
16
世
紀
に
は
、
梅
毒
の
蔓

延
の
た
め
、
特
殊
病
院
と
し
て

〝Incurables

〞
が
創
設
さ
れ
た
。

17
世
紀
中
に
は
、
ホ
ス
ピ
タ
ル

は
医
術
の
中
心
と
な
っ
た
。

　

戦
争
や
航
海
な
ど
に
よ
り
増

幅
さ
れ
た
人
類
の
交
流
増
に
伴

い
、
感
染
症
が
蔓
延
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
新
た
な
病
」
と
し

て
梅
毒
が
あ
っ
た
。
当
時
イ
タ
リ

ア
で
は
、「
フ
ラ
ン
ス
、
ナ
ポ
リ
あ

る
い
は
イ
ン
ド
病
」と
称
さ
れ
た
。

梅
毒
（sypillis

）
な
る
病
名
は
、

　

ロ
ー
マ
大
学
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ

（Sapienza U
niversità di 

R
om

a

）
は
ロ
ー
マ
中
央
駅
（
テ

ル
ミ
ニ
駅
）
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ

ど
の
距
離
に
あ
る
。
医
学
、
薬

学
、
建
築
学
、
経
済
学
、
芸
術
・

人
類
学
、
法
学
、
理
学
（
数
学
・

物
理
・
自
然
科
学
）
政
治
学
、

工
学
（
情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

科
学
・
統
計
学
・
産
業
）
な
ど

11
の
学
部
を
擁
し
て
い
る
。
そ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
一
角
に
、
医
学

史
博
物
館
（M

useo di Storia 
della M

edicina

）
が
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
医
学
史
は
医
学

教
育
で
必
修
と
な
っ
て
お
り
、
医

療
の
歴
史
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
興
味
深
か
っ
た
展
示
品

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　

紀
元
前
１
世
紀
の
デ
モ
ク
リ

ト
ス
の
原
子
説
に
基
づ
き
、
ビ

ス
ニ
ア
（B

ythnia

）
の
ア
ス
ク

レ
ピ
オ
ス
教
団
は
、
身
体
の
穴

（pore, 

イ
タ
リ
ア
語poroi

）
を

通
し
て
流
入
す
る
原
子
説
を
提

唱
し
た
。
病
気
は
、
こ
の
小
粒

子
が
体
内
で
不
規
則
な
運
動
を

す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
し
た
。

こ
の
教
団
の
説
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
・
ガ
レ
ノ
ス
の
ミ
ア
ズ
マ
説

に
発
展
し
た
。

　

15
世
紀
に
な
る
と
、
従
来

　

本
書
は
、
１
９
９
６
年
よ
り

２
０
０
７
年
ま
で
の
11
年
間
に

わ
た
り
、
年
刊
学
術
雑
誌
〝
日

本
眼
科
臨
床
医
報
〞
の
「
つ
ゆ

う
ち
」
コ
ー
ナ
ー
に
書
き
続
け

た
シ
ョ
ー
ト
エ
ッ
セ
イ
の
収
録

で
す
。

　

写
真
や
図
説
を
取
り
上
げ
て

歴
史
、
文
芸
に
現
れ
て
い
る
眼

に
ま
つ
わ
る
資
料
を
眼
科
医
の

立
場
か
ら
考
察
し
、
名
付
け
て

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
い
ま

し
た
。
一
話
一
話
は
短
い
も
の

で
す
が
、
活
字
に
す
る
以
上
は

覚
悟
を
も
っ
て
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
出
典
を
海
外
の
友
人
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
寸
暇
を

ぬ
っ
て
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
退
官
後
の
無
柳
の

日
々
に
ふ
と
思
い
立
ち
、一つ
の
冊

子
と
し
て
再
び
日
の
目
を
見
さ
せ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
書
き
始
め

た
時
か
ら
30
年
近
い
年
月
が
流

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
も
ち
ろ
んC

hatG
P

T

も
使

え
る
現
代
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
貧
弱
な
情
報
入
手
方
法
し

か
な
い
当
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

著 書 紹 介追 悼 文 ゐ の は な 同 窓 会 報

ロ
ー
マ
大
学
医
学
史
博
物
館

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

安
達
惠
美
子
（
昭
37
）
著

「
眼
さ
わ
り
な
話
」

　

正
文
社　

非
売
品　

　

２
０
２
５
年
４
月
発
行　

Ⓑ
５
版　

１
５
４
編　

３
７
７
頁

 

※
本
著
書
は
亥
鼻
分
館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

開
催
予
定
の
行
事
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

　

学
会
、
研
究
集
会
、
ゐ
の
は
な
会
、
ク
ラ
ス
会
な

ど
種
々
の
行
事
開
催
予
定
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

同
窓
会
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
本
会
報
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
会
報
の
発
行
月
は
１
月
、

５
月
、
９
月
で
す
。

欧
州
医
学
史
巡
り

欧
州
医
学
史
巡
り

医学史博物館正面玄関

追
悼

石　

出　

猛　

史　
先
生
（
昭
52
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
「
雑
文
雑
談
」

を
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
石
出
猛
史
先
生
（
昭
52
）
が
、

令
和
７
年
８
月
16
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
生
前
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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栃木県ゐのはな会
令和７年　第22号
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（ 19 ） 議 事 要 旨  第 199 号

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
予
備
費

を
使
用
し
て
進
め
る
こ
と
で
承

認
さ
れ
た
。

　

他
に
も
電
子
化
さ
れ
て
い
な

い
貴
重
な
資
料
が
あ
る
の
で
、

保
存
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

７
千
葉
大
学
基
金
寄
附
依
頼
の

同
窓
会
報
へ
の
同
封
に
つ
い
て

　

千
葉
大
学
校
友
会
依
頼
で
例

年
ど
お
り
と
報
告
さ
れ
た
。

３
．
そ
の
他

⑴
吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
千
葉
大

学
医
学
部
の
資
料
の
整
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
千
葉
大
学

大
学
院
工
学
部
准
教
授
頴
原
澄

子
先
生
か
ら
終
了
後
に
調
査
報

告
に
つ
い
て
、
会
報
に
寄
稿
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
と
説
明
が

さ
れ
た
。

⑵
吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
今
年
度

の
千
葉
大
学
校
友
会
の
副
会
長

と
し
て
園
芸
学
部
同
窓
会
「
戸

定
会
」
会
長
の
齋
藤
京
子
様
と

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
の
２
名
が

選
出
さ
れ
た
。
安
西
副
会
長
と

共
に
園
芸
学
部
（
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
）
を
訪
問
し
て
お
話
し
を

伺
っ
た
と
報
告
が
あ
り
（
２
面

に
掲
載
）、
次
回
は
教
育
学
部
の

同
窓
会
長
と
お
会
い
す
る
予
定

と
の
こ
と
。

部
の
新
理
事
中
田
孝
明
氏
（
平

11
）
の
推
薦
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

３
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
に
つ
い
て

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
令
和
８

年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
推

薦
が
あ
る
場
合
は
事
務
局
へ
連

絡
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、
過

去
の
受
賞
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ

た
。

４
卒
後
50
年
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

　

昭
和
43
年
卒
業
の
先
生
方
よ

り
、
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、

卒
後
50
年
基
金
が
創
設
さ
れ
た
。

卒
後
50
年
基
金
申
し
合
わ
せ

「
２
．
本
基
金
は
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
活
動
を
支
援
す
る
目
的

に
用
い
る
も
の
と
す
る
。」
に
修

正
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

５
同
窓
会
館
の
修
繕
に
つ
い
て

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
建
物
の

修
繕
に
つ
い
て
は
同
窓
会
で
費

用
の
一
部
を
基
金
か
ら
出
す
な

ど
今
後
検
討
が
必
要
に
な
る
と

説
明
が
さ
れ
た
。

　

現
在
の
窓
口
は
本
部
の
施
設

環
境
部
に
な
り
、
大
学
の
基
金

室
を
通
じ
て
寄
付
を
行
う
こ
と

で
税
制
上
の
利
点
も
得
ら
れ
る

と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い

て
も
提
案
が
あ
っ
た
。

６
學
友
會
報
（
昭
和
８
年
３
月
～

18
年
10
月
、
昭
和
23
年
６
月
～

31
年
３
月
）
の
電
子
化
に
つ
い
て

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
千
葉
医

大
の
同
窓
会
資
料
の
電
子
化
に

会
費
は
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

の
開
催
の
た
め
予
算
以
内
の
支

出
と
な
っ
て
い
る
。
理
事
会
費

に
つ
い
て
は
、
４
月
に
対
面
で

開
催
し
た
会
場
利
用
料
、
交
際

費
は
慶
弔
費
と
し
て
供
花
代
等
、

備
品
は
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン
を

買
い
換
え
る
必
要
が
生
じ
使
用
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
は
賞
金
と

し
て
社
会
貢
献
賞
・
功
労
賞
そ

れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
、
楯
の
制
作

費
と
な
っ
て
い
る
。
ゐ
の
は
な

美
術
展
は
今
年
度
が
最
後
の
開

催
と
な
り
最
後
の
助
成
。
予
備

費
か
ら
長
尾
精
一
先
生
の
胸
像

再
建
の
映
像
編
集
代
を
支
出
し

た
事
が
説
明
さ
れ
た
。

２
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

安
西
尚
彦
副
会
長
よ
り
卒
後

15
年
（
平
22
）
の
先
生
に
声
を

か
け
た
が
、
残
念
な
が
ら
参
加

者
が
い
な
い
状
況
。
今
後
に
向

け
て
下
準
備
を
し
て
か
ら
開
始

を
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

１
令
和
８
年
度
総
会

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
令
和
８

年
６
月
13
日
（
土
）
に
東
京
ゐ

の
は
な
会
担
当
で
総
会
を
開
催

し
、
講
演
会
の
企
画
に
つ
い
て

も
担
当
支
部
の
意
向
に
合
わ
せ

て
進
め
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

２
役
員
に
つ
い
て

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
大
学
支

日　

時
： 

令
和
７
年
10
月
15
日

（
木
）　

18
時
〜

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

黒
木
春
郎
（
副
会
長
）

　

安
西
尚
彦
（
副
会
長
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
顧
問
）

　

幡
野
雅
彦
（
会
計
監
事
）

　

赤
倉
功
一
郎　

伊
藤
彰
一

　

井
上
賢
治　
　

岡
本
和
久

　

島　

正
之　
　

諏
訪
園
靖

　

髙
橋
宏
和　
　

田
邊
政
裕

　

鶴
田
好
孝　
　

中
島　

透

　

ピ
ア
ス
洋
子　

菱
木
知
郎

　

平
澤　

晃　
　

星
野　

聡

　

松
前
孝
幸　
　

宮
本
恒
彦

　

森
本
直
樹　
　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
議
長
と
な

り
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

１
予
算
執
行
状
況
（
中
間
報
告
）

　

伊
藤
彰
一
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
、
収
入
に
つ
い
て
、
会

費
は
現
時
点
で
昨
年
度
よ
り
や

や
少
な
め
で
あ
る
。
事
業
収
入

は
例
年
通
り
の
推
移
。
寄
付
金

は
千
葉
大
学
病
理
同
窓
会
、
同

窓
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
石
川
広

己
先
生
（
昭
55
）
か
ら
寄
付
が

あ
っ
た
。
支
出
に
つ
い
て
、
総

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
７
年
度　

第
２
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

（Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

会
議
）　



第 199 号 編 集 後 記 （ 20 ）ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉医学101巻３号　2025年９月
最終講義
　脳神経内科学　－神経治療学の明日を目指して－ 　桑原　聡
研修報告
　2024年度予防医学センター主催
　　大学院医学薬学府ヨーロッパ研修ツアー開催報告
 　戸髙恵美子　頓名　幸　森　千里
　ドイツにおける共催集中講義
　　～持続可能な未来へのアプローチ“Environment, Climate Change and 
　　Health”を振り返って～
 　頓名　幸　山本　緑　越坂理也　坂部　貢
 　戸髙恵美子　柏原　誠　森　千里
学　　会
　第1511回千葉医学会例会・第45回歯科口腔外科例会
　第1515回千葉医学会例会・令和6年度内分泌代謝・血液・老年内科学例会
　第1523回千葉医学会例会・第42回千葉精神科集談会
編集後記 　安西尚彦
第17回（2025年度）千葉医学会賞・奨励賞　受賞者決定
Chiba Medical Journal
Original Article
　Parental origin of chromosome sets in human embryos derived from 
　　tri-pronuclear zygotes
 Maki Fujita, Hirokazu Usui, Saori Nakahashi, Hiroshi Ishikawa

Tatsuya Kobayashi, Naoki Aoyama, Yasunori Sato
Yasuhito Michikura, Keiichi Kato, and

Makio Shozu
Case Report
　Rapid tumor growth due to cavernous malformation-like lesion during 
　　long-term follow-up of gamma knife surgery for vestibular schwannoma
 　Nao Watanabe, Kyoko Aoyagi, Shigeki Nakano
 　Yoshinori Higuchi, and Masayuki Ota

千葉医学101巻４号　2025年12月
最終講義
　泌尿器科学　－泌尿器科医40年を振り返って－ 　市川智彦
原　　著
　NDBオープンデータを用いた高齢者に対する抗うつ薬の処方実態
 　菊地信示郎　坂巻顕太郎　吉村健佑
症　　例
　初経発来前の周期的腹痛を呈し診断までに 3年を要した，
　　処女膜閉鎖による月経モリミナの13歳女児
 　松浦　玄　小原由紀子　三瀬直子
千葉医学会奨励賞
　IL-21によるγδT17細胞サブセット選択的制御
　　－基礎研究知見と臨床応用への課題－ 　石川絢一
学　　会
　第1520回千葉医学会例会・第14回臨床研修報告会
　第1527回千葉医学会例会・第51回千葉泌尿器科同門会学術集会
　第1533回千葉医学会例会・第52回千葉泌尿器科同門会学術集会
　第1531回千葉医学会例会・第 2回千葉大学社会医学同門会例会
研究報告書
　2024年度猪之鼻奨学会研究助成金研究報告
編集後記 　大塚将之
第18回（2026年度）千葉医学会賞および奨励賞候補者の公募について
第19回ちばBasic & Clinical Research Conference開催のお知らせ
101巻総目次・索引
Chiba Medical Journal
Original Article
　Nivolumab augments antitumor activity of invariant natural killer T cells
 　Mami Negawa, Fumie Ihara, and Shinichiro Motohashi

新
井　

邦
男
（
専
23
）

恒
元　
　

博
（
金
沢
医
大
・
昭
27
）

武
村　

俊
二
（
昭
29
）

山
野　
　

元
（
昭
31
）

原　

富
士
雄
（
昭
32
）

伴
野　

恒
雄
（
昭
34
）

羽
田　
　

忠
（
昭
34
）

岡
田　

信
道
（
昭
36
）

川
村　

孝
子
（
昭
36
）

野
本　

一
夫
（
昭
36
）

長
谷
川
幸
子
（
昭
36
）

山
角　
　

博
（
昭
36
）

佐
藤　

裕
俊
（
昭
38
）

松
井　

宣
夫
（
昭
38
）

武
者　

廣
隆
（
昭
40
）

お
く
や
み

萩
原　

奉
祐
（
昭
46
）

長
谷
部
正
晴
（
昭
48
）

片
桐　
　

誠
（
昭
49
）

鈴
木　
　

勝
（
昭
50
）

圓
井　

芳
晴
（
昭
50
）

宮
内　

大
成
（
昭
50
）

石
出　

猛
史
（
昭
52
）

田
村　

雅
治
（
昭
56
）

片
山　
　

薫
（
昭
59
）

町
田　

利
生
（
平
５
）

須
ノ
内
康
太
（
産
業
医
大
・
平
7
）

　

今
号
は
、
記
念
す
べ
き
第
２
０
０
号
を
目
前
に

控
え
た
第
１
９
９
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

来
た
る
べ
き
大
き
な
節
目
、
第
２
０
０
号
と
い

う
一
つ
の
歴
史
の
到
達
点
を
前
に
、
こ
の
同
窓
会

報
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
、
改
め
て
深
く
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
絆
を
結
び
続
け

て
き
た
会
報
の
重
み
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

会
報
の
歴
史
は
、
昭
和
34
年
に
第
１
号
が
新
聞

形
式
で
発
刊
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

新
聞
形
式
は
50
号
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

昭
和
47
年
に
は
、
よ
り
保
管
に
適
し
た
Ｂ
５
版
へ

と
版
型
が
移
行
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
が
編
集
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
た

第
１
０
２
号
か
ら
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
の
変
化

に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

第
１
０
９
号
か
ら
は
現
在
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
へ
と
版

型
を
大
き
く
変
更
し
、
そ
れ
に
伴
い
編
集
方
法
や

制
作
プ
ロ
セ
ス
も
大
き
く
変
わ
り
、
委
員
一
同
で

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
報
の
進
化
を
示
す
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
の
が
第
１
６
１
号
で
す
。
こ
の
号
か
ら
全

面
的
に
カ
ラ
ー
化
を
実
現
し
、
紙
面
は
内
容
の
充

実
だ
け
で
な
く
、
見
た
目
に
も
鮮
や
か
で
、
よ
り

魅
力
的
な
も
の
へ
と
進
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
在
校

時
の
懐
か
し
い
写
真
や
、
卒
業
生
の
皆
様
の
生
き

生
き
と
し
た
近
況
報
告
を
、
色
彩
豊
か
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
会
報
の
価
値
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
長
き
に
わ
た
る
会
報
の
歩
み
は
、
ひ
と
え

に
、
原
稿
を
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
編
集
作

業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り

も
、
発
行
を
楽
し
み
に
会
費
を
納
め
て
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
同
窓
生
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
の
賜
物
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
報
の
歴
史
は
、
母
校
の
歴
史
そ
の
も
の

で
あ
り
、
同
窓
生
の
皆
様
の
人
生
の
記
録
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
貴
重
な
歴
史
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
第
１
号
か
ら
全
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
ア
ク
セ
ス
し
、
ご
自
身
の
青
春
の

足
跡
を
た
ど
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

い
よ
い
よ
迎
え
る
節
目
の
２
０
０
号
、
そ
し
て

そ
の
先
に
向
け
、
編
集
委
員
会
一
同
、
今
後
も
同

窓
生
の
皆
様
に
と
っ
て
「
開
か
れ
た
窓
」
で
あ
り
、

心
の
拠
り
所
と
な
る
「
愛
さ
れ
る
会
報
」
で
あ
る

よ
う
、
更
な
る
企
画
と
編
集
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

白
澤　

浩
（
昭
57
）

── 会報199号編集委員 ──
菱木　知郎（平５）編集委員長
杉田　克生（昭54） 　　白澤　　浩（昭57）　　　　　
剣持　　敬（昭58） 　　今野　　慎（昭62）　　　　　
小島　広成（平３） 　宍戸　忠幸（山梨医大・平８）
大西俊一郎（平17） （敬称略）


